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• 他分野連携で行う後期高齢者
の健康支援と終活啓発

６
面

• クローズアップ　　
「授乳・離乳の支援ガイド」改定
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•  産婦人科医による
性の健康教育50
•ピル承認秘話（第14話）

８
面

子育て中の母親支
援プログラム「リ
フレッシュママク
ラスⓇ」とは
（５面）

「授乳・離乳の支援
ガイド」改定の主な
ポイントを解説
 （７面）

　
１
９
４
８
年
か
ら
96
年
ま

で
あ
っ
た
旧
優
生
保
護
法
の

下
で
、
知
的
障
害
な
ど
を
理

由
に
不
妊
手
術
を
強
制
さ
れ

た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支

給
等
に
関
す
る
法
律
が
、
議

員
立
法
に
よ
り
４
月
24
日
に

国
会
で
可
決
成
立
、
即
日
施

行
さ
れ
た
。
手
術
は
50
〜
60

年
代
を
中
心
に
行
わ
れ
約
２

万
５
千
人
が
受
け
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
の
成

立
を
受
け
て
、
政
府
は
安
倍

晋
三
首
相
に
よ
る
書
面
談
話

を
発
表
。
「
旧
優
生
保
護
法

を
執
行
し
て
い
た
立
場
か

ら
、
真し

ん

摯し

に
反
省
し
、
心
か

ら
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま

す
」
と
陳
謝
し
、
「
こ
の
よ

う
な
事
態
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
、
全
て
の
国
民

が
疾
病
や
障
害
の
有
無
に
よ

安
倍
首
相
に
よ
る

書
面
談
話
発
表

強
制
不
妊
救
済
法
が
成
立

本
会
人
事

　
３
月
20
日
の
本
会
理
事
会

に
お
い
て
、
専
務
理
事
職
を

三
橋
裕
行
業
務
執
行
理
事
が

兼
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
、同
日
付
け
で
就
任
し
た
。

っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と

な
く
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

政
府
と
し
て
も
最
大
限
の
努

力
を
尽
く
す
」
と
し
た
。
し

か
し
、
被
害
者
側
が
求
め
て

き
た
多
く
が
救
済
法
に
反
映

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も

あ
り
全
面
解
決
に
向
け
課
題

が
残
っ
た
ま
ま
だ
。

　
５
月
28
日
に
は
、
宮
城
県

の
女
性
２
人
が
起
こ
し
た
訴

訟
の
判
決
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

トピック

空

天
馬

▼
昭
和
天
皇
に
は
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
よ
う
な
親
し
み
を
感

じ
、
上
皇
陛
下
に
は
同
じ
生

年
月
日
の
父
親
と
重
ね
つ
つ

そ
の
姿
を
見
た
。
そ
う
な
れ

ば
今
上
陛
下
は
兄
の
よ
う
か

と
、
不
遜
な
が
ら
私
な
り
に

時
代
の
流
れ
を
思
い
な
が
ら

「
令
和
」
が
明
け
た
▼
だ
れ

も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
退

位
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
祝
意

も
自
粛
気
味
だ
っ
た「
平
成
」

の
始
ま
り
を
知
る
も
の
と
し

て
、
こ
の
穏
や
か
な
代
替
わ

り
は
心
に
留
め
た
い
▼
さ
ら

に
、
紙
幣
の
デ
ザ
イ
ン
が
刷

新
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
。社
会
に
期
待
さ
れ
る「
新

た
な
産
業
の
育
成
」「
女
性
活

躍
」「
科
学
技
術
の
進
歩
」
を

象
徴
す
る
人
物
が
肖
像
画
に

な
る
そ
う
だ
▼
お
札
に
な
っ

て
急
に
変
わ
る
こ
と
も
な
い

が
女
性
が
力
を
発
揮
す
る
こ

と
へ
の
期
待
と
か
。
い
ち
い

ち
「
活
躍
」
と
言
わ
れ
な
い

時
代
が
待
ち
遠
し
い
▼
身
近

な
と
こ
ろ
で
制
度
の
変
革
と

い
え
ば
、
つ
い
に
緊
急
避
妊

薬
の
オ
ン
ラ
イ
ン
処
方
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
た
▼
利
用

者
の
負
担
の
軽
減
と
声
高
に

叫
ば
れ
る
が
、
医
療
機
関
に

直
接
出
向
か
な
い
こ
と
を
、

そ
れ
ほ
ど
望
ん
で
い
る
の

か
、
医
療
機
関
に
身
を
置
く

も
の
と
し
て
、
「
手
軽
さ
」

が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
は
不

安
を
覚
え
る
▼
緊
急
避
妊
で

の
受
診
を
き
っ
か
け
に
、
確

実
な
避
妊
を
学
び
、
生
理
痛

な
ど
か
ら
解
放
さ
れ
、
元
気

に
活
動
す
る
女
性
を
見
る
に

つ
け
「
手
軽
」
＝
「
安
心
」

は
遠
い
▼
本
当
に
敷
居
が
高

い
？
　
思
い
が
け
な
い
病
気

を
発
見
で
き
る
？
　
学
校
で

は
教
え
て
く
れ
な
い
避
妊
の

話
は
ど
こ
で
聞
く
？
　
元
号

が
変
わ
っ
て
も
、
や
る
べ
き

こ
と
は
ま
だ
続
く
。

 

（
杉
村
由
香
理
）

　
わ
が
国
に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
て
い

る
第
一
人
者
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
贈
呈
す
る
「
松
本
賞
」
。
そ
の
第
23

回
選
考
委
員
会
が
３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
者
は
徳
島
大
学
大
学
院
医

歯
薬
学
研
究
部
長
の
苛い

ら

原は
ら

稔
氏
に
決
定
し
た
。

　
選
考
委
員
会
当
日
は
、
委

員
な
ら
び
に
過
去
の
受
賞
者

か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の

功
績
調
書
を
基
に
、
厳
正
な

審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
徳

島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
研

究
部
長
の
苛
原
稔
氏
（
65

歳
）
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
。

こ
れ
で
受
賞
者
数
は
35
名
。

内
訳
は
産
婦
人
科
医
30
名
、

公
衆
衛
生
医
師
２
名
、
看
護

職
３
名
と
な
っ
た
。

　
選
考
委
員
会
は
、
木
下
勝

之（
日
本
産
婦
人
科
医
会
）、

小
西
郁
生
（
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
）
、
吉
村
泰
典
（
日

本
生
殖
医
学
会
）
、
石
井
澄

江
（
ジ
ョ
イ
セ
フ
、
当
日
欠

席
）
、
北
村
邦
夫
（
本
会
）

（
敬
称
略
）
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
苛
原
稔
氏
は
、
１
９
７
９

年
に
徳
島
大
学
医
学
部
医
学

科
を
卒
業
後
、
直
ち
に
産
科

婦
人
科
学
教
室
に
入
局
す
る

と
と
も
に
大
学
院
医
学
研
究

科
に
入
学
。
83
年
に
大
学
院

を
修
了
し
て
医
学
博
士
の
称

号
を
取
得
し
て
い
る
。

　
職
歴
で
は
、
83
年
８
月
に

徳
島
大
学
医
学
部
附
属
病
院

産
婦
人
科
助
手
に
採
用
さ

員
、
理
事
）
、
日
本
女
性
心

身
医
学
会
（
理
事
）
、
日
本

エ
ン
ド
メ
ト
リ
オ
ー
シ
ス
学

会
（
理
事
）
、
日
本
母
性
衛

生
学
会
（
評
議
員
）
、
全
国

医
学
部
長
病
院
長
会
議
（
常

置
委
利
益
相
反
委
員
長
）
な

ど
を
歴
任
し
て
い
る
。

　
主
な
学
術
集
会
の
開
催
と

し
て
は
第
55
回
日
本
生
殖
医

学
会
（
10
年
11
月
、
徳
島

市
）
、
第
26
回
日
本
女
性
医

学
学
会
学
術
集
会
（
11
年
11

月
、
神
戸
市
）
、IFFS/

JSRM
 International 
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Yokoham
a

（
15
年
４
月
、

横
浜
市
）
、
第
27
回
日
本
乳

癌
検
診
学
会
（
17
年
11
月
、

徳
島
市
）
、
第
３
回
日
本
産

婦
人
科
遺
伝
診
療
学
会
（
17

年
12
月
、
淡
路
島
）
ほ
か
、

中
国
四
国
地
区
の
産
婦
人
科

関
連
の
学
会
を
担
当
し
た
。

　
贈
呈
式
は
６
月
19
日
㈬
に

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
東

京
都
新
宿
区
）
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
。

れ
、93
年
10
月
に
同
講
師
に
。

こ
の
間
、
産
婦
人
科
医
局
の

外
来
医
長
、病
棟
医
長
、医
局

長
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、

95
年
８
月
か
ら
１
年
間
、
米

国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
産
婦

人
科
に
留
学
。
２
０
０
１
年

４
月
に
は
徳
島
大
学
医
学
部

産
科
婦
人
科
学
助
教
授
（
当

時
）
、
同
年
７
月
に
同
教
授

に
就
任
し
、
19
年
３
月
ま
で

務
め
た
。
現
在
は
、
徳
島
大

学
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部

長
と
し
て
、
徳
島
大
学
の
医

学
部
、
歯
学
部
、
薬
学
部
の

所
属
教
員
と
そ
の
研
究
を
総

歴
任
。
ま
た
13
年
４
月
か
ら

は
徳
島
大
学
医
学
部
長
（
〜

17
年
）
、
同
医
歯
薬
学
研
究

部
長
（
13
年
〜
現
在
）
を
歴

任
し
て
い
る
。

　
研
究
面
で
は
、
一
貫
し
て

生
殖
医
学
、
特
に
生
殖
内
分

泌
学
分
野
に
従
事
し
、特
に
、

①
視
床
下
部
・
下
垂
体
・
卵

巣
系
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
機
構

と
排
卵
機
構
の
解
明
②
排
卵

誘
発
法
や
体
外
受
精
胚
移
植

法
の
改
良
③
避
妊
法
の
基
礎

的
臨
床
的
検
討
④
更
年
期
に

お
け
る
女
性
内
分
泌
動
態
の

変
化
の
解
明
と
女
性
ホ
ル
モ

ン
補
充
療
法
の
意
義
⑤
子
宮

内
膜
症
や
多
嚢の

う

胞ほ
う

性
卵
巣
症

候
群
の
発
生
機
序
の
解
明

や
、
診
断
と
治
療
法
の
開
発

―
な
ど
に
関
す
る
研
究
業
績

が
あ
る
。

　
ま
た
学
会
活
動
と
し
て

は
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

（
幹
事
、
常
務
理
事
・
倫
理

委
員
会
委
員
長
）
、
日
本
女

性
医
学
学
会
（
幹
事
、
常
務

理
事
・
編
集
委
員
長
）
、
日

本
生
殖
医
学
会
（
幹
事
、
理

事
、
理
事
長
、
常
任
理
事
・

将
来
計
画
委
員
長
）
、
日
本

生
殖
内
分
泌
学
会
（
幹
事
、

理
事
、
理
事
長
、
監
事
）
、

日
本
内
分
泌
学
会
（
評
議

括
し
て
い
る
。

　
管
理
者
と
し
て

は
、
徳
島
大
学
医

学
部
附
属
病
院
の

周
産
母
子
セ
ン
タ

ー
長
（
01
〜
19

年
）
、
臨
床
試
験

管
理
セ
ン
タ
ー
長

（
01
〜
10
年
）
、

副
病
院
長
（
04
〜

10
年
）
病
院
長

（
10
〜
11
年
）
を

徳島県を中心に活動  生殖内分泌学研究等に尽力

第23回松本賞 苛原稔氏に授与
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さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
に

ネ
ッ
ト
が
関
わ
る
よ
う
に
な

り
、
法
整
備
な
ど
の
対
応
に

追
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
人
類
が
初
め
て

体
験
す
る
ネ
ッ
ト
を
介
し
た

人
と
の
出
会
い
や
、
デ
ジ
タ

ル
情
報
と
の
付
き
合
い
方
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
が
実
施
さ
れ
、
使
い
方

や
危
険
性
の
周
知
、
ル
ー
ル

作
り
、
調
べ
事
を
ネ
ッ
ト
で

行
う
授
業
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
の
ネ
ッ
ト

で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
ネ
ッ

ト
い
じ
め
は
友
達
と
の
関
係

性
構
築
の
困
難
さ
、
出
会
い

系
ト
ラ
ブ
ル
は
自
分
を
認
め

て
く
れ
る
場
所
や
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
所
の
少
な
さ
、

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ス
テ
ィ
ン
グ
は

恋
人
を
失
い
た
く
な
い
気
持

　
性
感
染
症
の
影
響
を
受
け

る
人
は
胎
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
く
、
生
涯
に
わ
た
る

健
康
管
理
と
し
て
学
校
や
家

庭
、
地
域
で
学
べ
る
よ
う
に

支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
基
本
と
な
る
の
は

予
防
と
早
期
対
応
で
す
。

　
性
感
染
症
に
な
る
要
因
に

は
「
性
的
接
触
」「
性
行
為
」

「
母
子
感
染
」が
あ
り
、そ
れ

ぞ
れ
に
対
策
が
あ
り
ま
す
。

ざ
っ
く
り
と
「
注
意
し
ま
し

ょ
う
」
「
気
を
付
け
よ
う
」

と
い
う
だ
け
で
は
支
援
に
な

り
ま
せ
ん
。
コ
ン
ド
ー
ム
で

は
予
防
し
き
れ
な
い
感
染
症

に
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
検
診
な

ど
の
併
用
も
不
可
欠
で
す
。

　
近
年
、
思
春
期
保
健
支
援

者
の
学
習
課
題
と
し
て
、
感

染
し
た
ら
完
治
が
困
難
な
多

剤
耐
性
菌
の
広
が
り
へ
の
対

応
や
、
日
本
に
滞
在
す
る
外

ち
や
、
送
信
段
階
で
相
談
で

き
る
環
境
に
な
い
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
心

の
発
達
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
な
ど
、
思
春
期
の
課

題
と
重
な
る
こ
と
が
多
く
、

不
安
定
な
心
の
状
態
で
ネ
ッ

ト
を
使
う
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
て
し
ま
う
こ
と
も
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
義
で
は
、
情
報
モ

ラ
ル
教
育
の
基
本
的
な
学
習

か
ら
、
Ｉ
Ｔ
専
門
家
の
行
う

情
報
モ
ラ
ル
教
育
だ
け
で
は

不
足
し
て
い
る
思
春
期
の
課

題
と
の
連
携
、
そ
し
て
現
場

で
実
際
に
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
に
向
き
合
う
た
め
の
実
践

を
含
め
た
包
括
的
な
学
習
を

行
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
。
今
号
で
は
コ
ー
ス
Ⅱ
で
新
た

に
登
壇
い
た
だ
く
３
人
の
先
生
方
に
、
講
義
に
向
け
て
の

抱
負
や
、
講
演
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
伺
っ
た
。

　
思
春
期
の
若
者
た
ち
に
と

っ
て
、
最
も
身
近
な
存
在
で

あ
り
、
重
要
他
者
と
な
る
の

が
「
ピ
ア
」
で
す
。

　
ピ
ア
と
は
、
い
ろ
い
ろ
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

講
座
で
は
、
お
互
い
の
共
通

点
が
認
識
さ
れ
、
お
互
い
に

仲
間
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

い
る
も
の
同
士
と
い
う
考
え

方
を
基
に
進
め
ま
す
。

　
思
春
期
は
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
、
自
立
に
向
け
て

大
き
く
変
化
す
る
時
期
で

す
。
ま
た
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
確
立
と
い
っ
た
発

達
課
題
に
直
面
す
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

変
化
や
課
題
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
ピ
ア
の
支
え
が
重

要
で
す
。

　
悩
み
を
共
有
し
、
否
定
さ

れ
ず
に
受
け
入
れ
る
環
境
を

仲
間
と
し
て
整
え
、
支
え
る

の
が
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

で
す
。
ピ
ア
だ
か
ら
こ
そ
打

ち
明
け
ら
れ
る
こ
と
、
ピ
ア

だ
か
ら
こ
そ
安
心
感
を
得
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
日
の
ネ
ッ
ト
社
会
で

は
、
対
人
関
係
の
希
薄
さ

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
の
低
下
が
問
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
お
い
て
、
問
題
を
独

り
で
抱
え
込
み
が
ち
な
若
者

に
寄
り
添
う
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
存
在
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
本
講
座
で
は
、
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
考
え
方
、
思

春
期
の
健
康
課
題
や
問
題
に

対
し
て
、
こ
の
手
法
を
用
い

て
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い

て
、
実
践
例
を
示
し
な
が
ら

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
人
に
対
し
て
、
性
感
染
症

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
相
手
も
自
分
も
地
域
も

全
て
を
守
る
性
感
染
症
リ
ス

ク
の
軽
減
戦
略
は
、
社
会
で

生
き
て
い
く
上
で
の
危
機
管

理
に
も
役
立
ち
ま
す
。
多
職

種
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
よ

り
時
代
に
合
っ
た
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

Seminar Information
　
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
っ
て
多

様
な
生
き
方
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
今
、
改
め
て
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
）
に
つ
い
て
考
え

る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
受
胎
調
節
実
地
指
導
員
」

は
、
多
様
化
す
る
家
族
計
画
に
関

す
る
悩
み
に
、
指
導
や
助
言
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
知
恵
と
見
識

を
伴
っ
た
専
門
家
で
す
。

　
女
性
に
と
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
を

積
み
な
が
ら
ど
う
産
み
育
て
る

か
、
産
む
な
ら
い
つ
頃
か
、
不
妊

治
療
を
す
る
か
し
な
い
か
、
こ
れ

ら
を
背
景
に
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
関
わ
り
方
、
そ
も
そ
も
子
ど
も

を
産
む
の
か
産
ま
な
い
の
か
―
こ

の
よ
う
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
悩
み
に
、
差
し

伸
べ
る
手
が
広
く
求
め
ら
れ
る
中

で
の
開
催
で
す
。

　
本
講
習
会
で
は
、
家
族
計
画
の

目
的
や
女
性
の
人
権
に
至
る
基
礎

知
識
に
加
え
、
不
妊
や
避
妊
に
つ

い
て
の
最
新
情
報
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、テ
ー
マ
ご
と
に

実
習
時
間
が
設
け
ら
れ
、
現
場
で

す
ぐ
に
役
立
つ
技
術
が
身
に
付
き

ま
す
。
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験

を
基
に
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
を
目
指
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

受
胎
調
節
実
地
指
導
員 

認
定
講
習
会

第104回

家
族
計
画
の
悩
み
に
答
え
る
専
門
家
に
な
る
た
め
に

講　師（50音順・敬称略）

演　題 講　師

１日目
10：00

～

19：15

開講式（受付開始9：15）
家族計画の目的と運動史 北村　邦夫
リプロダクティブ・ヘルス／ライツ 勝部まゆみ
性感染症

堀　　成美
実習１
グループ討議 ―

２日目
9：00

～

18：15

避妊法総論Ⅰ 北村　邦夫
避妊法総論Ⅱ 北村　邦夫
妊娠の成立・受精・受胎

佐藤　孝道
実習２
不　妊

佐藤　孝道
実習３

３日目
9：00

～

19：30

出生前遺伝子診断の今日的課題 吉村　泰典
セクシュアリティ　－男女の性－

大川　玲子
実習４
避妊法各論　－IUD･ピル･不妊手術 他－

寺内　公一
実習５
人工妊娠中絶

丸本百合子
実習６

４日目
9：00

～

20：10

避妊法各論　－バリア法－
齋藤　益子

実習７
母体保護法と関連法規 三橋　裕行
試　験 ―
GATHER法を使った避妊指導 杉村由香理
クリニックの実際と避妊指導 日本家族計画協会

クリニック相談員実習８
５日目
9：00

～

14：50

解答と説明
北村　邦夫実習９

まとめ
修了式 ―

大川　玲子 日本性科学会　理事長

勝部まゆみ 公益財団法人ジョイセフ　事務局長

北村　邦夫 一般社団法人日本家族計画協会　理事長
家族計画研究センター　所長

齋藤　益子 東京医療保健大学大学院看護学研究科　教授

佐藤　孝道 武久レディースクリニック　顧問

杉村由香理 一般社団法人日本家族計画協会／家族計画研
究センター　部長

寺内　公一 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　
教授

堀　　成美 国立研究開発法人国立国際医療研究センタ
ー感染症対策専門職

丸本百合子 百合レディスクリニック　院長

三橋　裕行 一般社団法人日本家族計画協会　理事

吉村　泰典 内閣官房参与　慶應義塾大学名誉教授

日本家族計画協会クリニック相談員

開催日：2019年7月29日㈪～8月2日㈮
会　場： フォーラムミカサ エコ

7階ホール（東京都千代田区）
定　員： 50人
受講料：50,000円（税別）
対象者： 保健師、助産師、看護師のいずれ

かの有資格者に限る

　すでに認定を受けている方のブラッシュ
アップや、自己研さんのために受講を希望
される方のために、最終日と試験を除く４
日間の受講が可能です。
●上記対象者の他、看護教員、薬剤師、医師も可
●受講料：38,500円（税別）
●修了証は発行されません

プログラム

短縮・受講料割引で受講可能

資格認定を
 受けない方限定！

先着20名

コ
ー
ス
Ⅱ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

演題 講師 内容

1
日
目

思春期と自殺 松本　俊彦 自殺や自傷行為に走る、その
背景とは

避妊指導の実際 北村　邦夫 なぜ今、確実な避妊法の普及
が必要か

若年妊娠の問題と
対応 水主川　純 若年妊娠・出産の背景とその

後の問題点

思春期と性感染症 堀　　成美 行政のエイズへの取り組みの
在り方など

２
日
目

セクシュアリティ
教育の国際的動向 田代美江子 ユニセフやWHO等が推奨す

る性教育とは
思春期と
ピアカウンセリング 安達久美子 ピアカウンセリングとその意

義とは
学校現場での思春期 斎藤　　環 いじめや不登校の現状と対処法
思春期のネット（メ
ディア）トラブル 宮崎　豊久 思春期のネットのトラブルと

対処法

３
日
目

思春期のこころの
病気とその対応 大井　雄一 思春期のこころの病いの適切

な対処法
思春期と
マイノリティ 針間　克己 LGBTと偏見問題。家庭、学

校、社会の役割
思春期の性の悩みと
その対応 今井　　伸 包茎・射精・自慰など具体例

をあげて

試　験 コースⅠ・Ⅱの講義内容から
（思春期保健相談士Ⓡは免除）

今井　　伸 聖隷浜松病院リプロダクションセンター長／総合性治療科 部長
大井　雄一 筑波大学医学医療系産業精神医学・宇宙医学グループ 助教
水主川　純 東京女子医科大学産婦人科 准教授
北村　邦夫  一般社団法人日本家族計画協会 理事長／家族計画研究セン

ター 所長
斎藤　　環 筑波大学医学医療系社会精神保健学 教授
田代美江子 埼玉大学教育学部教育学講座 教授
針間　克己 はりまメンタルクリニック 院長
松本　俊彦  国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター／精神保健研

究所 薬物依存研究部 部長／病院 薬物依存症センター センター長

宮崎豊久／米国IT企業、
ヤフー株式会社、インタ
ーネット協会主任研究員
を歴任。警察庁外郭団体
インターネット・ホット
ラインセンターのシニア
アナリストとして、日本
のインターネット犯罪の
状況解説に参加。

堀成美／看護師・受胎
調節実地指導員・日本
性感染症学会認定士。
法学部、看護短大を卒
業後、感染症科の看護
師をしつつ、学校・地
域での性の健康教育に
関わる。

安達久美子／助産師・看
護師として病院勤務後、
神戸市看護大学講師を経
て、2006年より現在の首
都大学東京に勤務。主な
研究テーマは、若年妊娠・
出産。地域貢献活動とし
て、02年よりピアカウン
セリング活動に携わる。

開催日：2019年11月15日㈮～17日㈰
会　場：ヒューリック浅草橋ビル（東京都台東区）
定　員：200人
受講対象者：保健師、助産師、看護師、養護教諭など
受講料：30,000円（税別）※思春期保健相談士Ⓡの方は24,000円（税別）

　コースⅡでは、思春期の重要な問題である自傷行為や、いじ
め、心の病などについて触れていきます。思春期特有の心の問
題を、ぜひこの機会に学んでいただければと思います。

JFPA思春期保健セミナーⓇ コースⅡ

※次号はコースⅢの新たな講師陣をご紹介します。

講
師
（
50
音
順
・
敬
称
略
） 

＋ 今回ご紹介
した新講師陣

Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ 

思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ

大
き
く

変
わった

２０１９
 年度

コ
ー
ス
Ⅱ
編  

開
催
の
ご
案
内

思
春
期
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

現
状
把
握
と
包
括
的
学
習

宮
崎
　
豊
久

ネ
ッ
ト
ス
タ
ー
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ポ
リ
シ
ー
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

／
日
本
思
春
期
学
会
理
事

思
春
期
と
性
感
染
症

時
代
に
合
っ
た
支
援
と
は
？

堀
　
成
美

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
診
療
部
　
看
護
師

思
春
期
と
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

手
法
の
取
り
組
み

安
達
久
美
子

首
都
大
学
東
京
人
間
健
康
科
学
研
究
科

看
護
科
学
域
・
助
産
学
専
攻
科
　
教
授

https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-007-104
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-007-104
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-007-104
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-007-104
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-007-104
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-003-058
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-003-058


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。
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Seminar Information

本
当
に
大
切
な
も
の
は

目
に
見
え
な
い

　
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ぺ
リ

「
星
の
王
子
さ
ま
」
で
有
名

な
こ
の
セ
リ
フ
。
患
者
さ
ん

に
月
経
の
仕
組
み
を
説
明
す

る
た
び
に
思
い
出
す
の
で

す
。
「
目
に
見
え
る
出
血
」

に
気
を
取
ら
れ
、
多
く
の
人

が
そ
の
本
質
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
っ
て

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
前
回
、
レ
ー
ス
中
に
月
経

が
始
ま
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ン

ツ
を
赤
く
染
め
な
が
ら
走
っ

た
マ
ラ
ソ
ン
選
手
に
つ
い
て

書
き
ま
し
た
。
確
か
に
赤
い

血
液
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

り
、
目
に
見
え
る
出
血
に
注

目
す
る
の
は
仕
方
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
も
月
経
を
「
通

常
、
約
１
か
月
の
間
隔
で
起

こ
り
、
限
ら
れ
た
日
数
で
自

然
に
止
ま
る
子
宮
内
膜
か
ら

の
周
期
的
出
血
」
と
定
義
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
月
経
と
は
子
孫
を
残
す

た
め
の
仕
組
み
。
「
妊
娠
し

な
か
っ
た
と
い
う
サ
イ
ン
」

に
過
ぎ
な
い
月
経
（
出
血
）

よ
り
、
も
っ
と
注
目
す
べ
き

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

注
目
す
べ
き
は
排
卵

　
妊
娠
の
た
め
に
最
も
大
切

な
こ
と
は
、
自
分
の
遺
伝
情

報
を
載
せ
た
卵
子
を
出
す
こ

と
、
す
な
わ
ち
排
卵
で
す
。

排
卵
に
伴
い
、
卵
巣
か
ら
女

性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
と
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
）
が

分
泌
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
子
宮
内
膜
が
肥
厚
、
維
持

さ
れ
、
受
精
卵
の
着
床
を
待

つ
の
で
す
が
、
２
週
間
待
っ

て
も
妊
娠
が
成
立
し
な
け
れ

ば
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
停
止
。

子
宮
内
膜
が
維
持
で
き
な
く

な
っ
て
出
血
と
し
て
剥
が
れ

落
ち
る
、こ
れ
が
月
経
で
す
。

　
約
２
週
間
前
の
排
卵
で
妊

娠
し
な
か
っ
た
「
結
果
」
と

し
て
起
こ
る
の
が
月
経
で
す

か
ら
、
月
経
が
始
ま
る
の
は

試
合
中
や
試
験
中
、
ま
た
は

寝
て
い
る
間
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
月
経
中
の
激
し
い
ス
ポ

ー
ツ
が
、
無
月
経
な
ど
将
来

の
妊に

ん

孕よ
う

性
に
関
わ
る
問
題
を

起
こ
す
こ
と
は
な
い
と
ご
理

解
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

生
理
休
暇
は
誰
に
優
し
い
？

　
月
経
中
の
ス
ポ
ー
ツ
に
抵

抗
感
が
あ
る
人
が
い
ま
だ
に

多
い
理
由
と
し
て
、
世
界
で

も
ま
れ
な
「
生
理
休
暇
」
の

存
在
が
影
響
し
て
い
る
か

も
、
と
前
回
書
き
ま
し
た
。

本
紙
２
０
１
８
年
11
月
号
の

私
の
記
事
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
明

治
時
代
中
期
に
西
洋
か
ら
入

っ
て
き
た
「
月
経
中
の
女
性

は
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くで
あ
る
」
と
い
う
学

説
を
根
拠
に
、
生
理
用
品
も

ろ
く
に
な
い
時
代
、
工
場
で

働
く
女
性
た
ち
の
月
経
対
策

と
し
て
制
度
化
さ
れ
、
戦
後

も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
「
男
女
平

等
の
思
想
に
反
す
る
」
と
い

う
反
対
意
見
を
押
し
切
っ
て

労
働
基
準
法
に
組
み
込
ま
れ

た
と
の
こ
と
。

　
月
経
中
の
体
調
不
良
は

「
病
休
」
扱
い
に
し
、
他
の

体
調
不
良
と
同
様
に
扱
う
の

で
は
、
な
ぜ
い
け
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

進
む
排
卵
の
「
見
え
る
化
」

　
さ
て
、
排
卵
の
２
週
間
後

に
月
経
が
起
こ
る
と
当
然
の

よ
う
に
書
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た

の
が
荻
野
久
作
博
士
（
１
８

８
２
―
１
９
７
５
）で
す
。あ

く
ま
で
も
不
妊
に
悩
む
女
性

た
ち
の
た
め
に
排
卵
時
期
を

知
る
こ
と
を
目
的
に
研
究
を

進
め
、
１
９
２
４
年
に
論
文

が
発
表
さ
れ
ま
す
（
有
名
な

オ
ギ
ノ
式
は
そ
の
理
論
を
博

士
の
意
図
に
反
し
て
避
妊
法

と
し
て
応
用
さ
れ
た
も
の
）。

　
ま
た
、
37
年
、
米
国
の
ル

ー
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
は
基
礎
体

温
で
排
卵
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
発
見
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
発
見
か
ら
１
世
紀
近

く
が
過
ぎ
、
基
礎
体
温
の
測

定
方
法
も
進
化
を
続
け
、
排

卵
も
す
っ
か
り
「
見
え
る

化
」
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

低
用
量
ピ
ル
な
ど
に
よ
り
、

排
卵
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
え

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
そ
れ
な
の
に
、
月
経
の
仕

組
み
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
時
代
に
作
ら
れ
た
制
度
の

た
め
に
、
月
経
中
の
行
動
が

制
限
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、

と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と

だ
と
思
う
の
で
す
。

命
は
男
性
が
２
・
70
歳
、
女

性
も
１
・
18
歳
延
び
、平
均
寿

命
も
男
性
が
２
・
91
歳
、
女

性
は
２
・
21
歳
と
延
伸
し
た
。

し
か
し
、
平
均
寿
命
か
ら
健

康
寿
命
を
引
い
た
年
数
は
、

男
性
は
８
・
67
歳
か
ら
８
・

88
歳
で
プ
ラ
ス
０
・
21
歳
。

女
性
は
11
・
31
歳
か
ら
12
・

34
歳
で
プ
ラ

ス
１
・
03
歳

と
、
実
は
男

女
共
に
延
び

て
い
る
。

　
平
均
寿
命
は
、
高
齢
者
の

死
亡
率
が
下
が
る
こ
と
で
延

び
る
た
め
、
医
療
の
進
歩
は

重
要
だ
。
し
か
し
、
国
民
医

療
費
は
01
〜
16
年
ま
で
に
11

兆
３
８
３
億
円
増
。
う
ち
70

歳
以
上
の
医
療
費
は
８
兆
２

０
０
２
億
円
増
え
て
い
る
。

　
健
康
寿
命
の
期
間
の
伸
び

の
鈍
化
に
歯
止
め
を
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
問

題
を
解
決
す
る
の
は
、
生
涯

に
わ
た
る
健
康
教
育
だ
け
だ

と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

生
涯
現
役
社
会
と
労
災

　
17
年
の
就
業
者
数
は
６
５

３
０
万
人
。
う
ち
60
歳
以
上

は
１
３
２
９
万
人
で
就
業
者

全
体
に
占
め
る
割
合
は
20
・

３
％
だ
。
厚
労
省
が
、
雇

用
・
労
働
政
策
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
雇

用
政
策
研
究
会
に
よ
る
と
、

女
性
の
就
労
環
境
の
改
善
な

ど
で
Ｍ
字
カ
ー
ブ
解
消
に
よ

る
就
業
者
数
は
増
加
す
る
。

そ
し
て
、
70
歳
ま
で
働
け
る

環
境
が
整
備
さ
れ
、
「
経
済

成
長
と
女
性
・
高
齢
者
の
労

働
参
加
」
が
進
ん
だ
場
合
、

25
年
の
就
業
者
数
は
６
４
９

０
万
人
、
う
ち
60
歳
以
上
は

１
４
１
９
万
人
（
21
・
９

％
）
。
さ
ら
に
、
40
年
の
就

業
者
数
は
６
０
２
４
万
人
、

う
ち
60
歳
以
上
は
１
７
９
５

万
人
（
29
・
８
％
）
と
見
込

ま
れ
る
。
政
府
が
検
討
し
て

い
る
、
年
金
受
給
の
75
歳
ま

で
繰
り
下
げ
な
ど
が
導
入
さ

れ
れ
ば
、
ま
す
ま
す
高
齢
者

の
労
働
参
加
は
進
む
。

　
一
方
で
、
高
齢
労
働
者
の

労
働
災
害
の
増
加
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
18
年
の
労
働

災
害
発
生
状
況
は
12
万
４
６

０
人
で
、
う
ち
60
歳
以
上
が

３
万
27
人
（
25
％
）
、
死
亡

災
害
事
案
も
９
７
８
件
の
う

ち
60
歳
以
上
は
３
２
８
件

（
33
・
５
％
）
と
高
齢
労
働

者
の
災
害
が
多
い
。

　
高
齢
労
働
者
は
、
身
体
機

能
が
低
下
し
、
受
療
率
は
増

加
す
る
。
そ
し
て
、
両
親
・

配
偶
者
の
介
護
や
死
別
、
経

済
的
不
安
な
ど
の
対
象
年
齢

が
高
く
な
れ
ば
、
健
康
や
心

の
問
題
な
ど
の
課
題
も
多
様

化
す
る
。

健
康
寿
命
と
生
涯
現
役
社
会

　
今
後
の
健
康
支
援
の
在
り

方
は
、
労
働
者
の
健
康
を
守

る
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
な

く
、
労
働
者
が
生
涯
現
役
で

働
く
と
い
う
こ
と
を
見
据

え
、
年
を
と
っ
て
も
安
心
し

て
働
け
る
体
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
が
重

要
だ
。
近
い

将
来
、
15
歳

か
ら
70
歳
、

80
歳
と
幅
広
い
年
齢
層
の
労

働
者
が
、
一
つ
の
職
場
で
働

く
こ
と
に
な
る
。
労
働
者
の

年
代
に
合
わ
せ
た
職
場
環
境

の
構
築
に
向
け
た
対
応
が
必

要
だ
。

　
高
齢
者
の
労
働
参
加
が
増

え
、
働
く
期
間
が
長
く
な
れ

ば
、
産
業
保
健
に
お
け
る
職

員
へ
の
健
康
支
援
で
は
、
今

ま
で
の
よ
う
な
、
産
業
か
ら

地
域
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
式

の
時
代
は
終

し
ゅ
う

焉え
ん

を
迎
え
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、
企

業
規
模
に
関
係
な
く
、
健
康

管
理
や
支
援
事
業
の
継
続
こ

そ
が
欠
か
せ
な
い
の
だ
。
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
で
、
健
康
寿
命
が
延
伸

し
、
健
康
で
意
欲
的
な
高
年

齢
者
が
、
労
働
力
と
し
て
年

齢
に
関
係
な
く
働
き
続
け
る

生
涯
現
役
社
会
の
実
現
は
、

日
本
経
済
の
維
持
や
成
長
の

実
現
の
た
め
に
必
要
な
の
で

は
な
い
。
人
々
が
、
長
寿
社

会
を
楽
し
み
、
心
身
共
に
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
必

要
な
の
だ
。

（
本
会
専
務
理
事

　 

三
橋
裕
行
）

健
康
寿
命
の
延
伸
の
影
に

　
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上

の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
。
つ
ま
り
、
平
均
寿

命
か
ら
健
康
寿
命
を
差
し
引

い
た
年
数
が
継
続
的
に
医
療

や
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間

と
な
る
。
２
０
０
０
年
に
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
、
そ
の
差
を
短
く
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
し
て
提
唱
し

て
以
来
、
厚

労
省
が
01
年

か
ら
３
年
ご

と
に
公
表
し

て
い
る
。

　
01
年
と
16

年
で
比
較
す

る
と
、
15
年

間
で
健
康
寿

生
涯
現
役
社
会
実
現
に
向
け
た
健
康
教
育

COMPASS 連載

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
今
も
未
来
も
健
や
か
に
（
全
６
回
）

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
栄
養
指

導
ツ
ー
ル
「
新
・
食
習
慣
聞
き
取

り
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
「
明
日

か
ら
の
栄
養
指
導
の
実
践
」
を
目

指
し
た
知
識
と
ス
キ
ル
の
習
得
、

そ
し
て
支
援
ツ
ー
ル
ま
で
手
に
入

る
お
得
な
内
容
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
①
栄
養
指

導
の
優
先
順
位
の
付
け
方
　
②
対

象
者
の
「
検
査
値
」と「
食
習
慣
」

か
ら
改
善
項
目
を
明
確
化
　
③
達

成
可
能
で
よ
り
効
果
の
高
い
行
動

目
標
の
設
定
と
改
善
方
法
―
の
３

ス
テ
ッ
プ
を
中
心
に
最
短
ル
ー
ト

で
効
果
の
出
る
秘ひ

訣け
つ

を
学
び
、
最

新
（
第
３
期
）
の
特
定
保
健
指
導

に
対
応
し
た
支
援
の
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（相）＝思春期保健相談士Ⓡ

回次 セミナー名 開催地 開催日 受講料（税別）
第155回

指導者のための避妊と性感染症予防セミナー
（ＳＲＨセミナー）

東京 6月22日㈯

各日5,000
(相)3,000

第156回 仙台 7月20日㈯
第157回 富山 8月3日㈯
第158回 宮崎 9月28日㈯
第159回 札幌 10月26日㈯
第160回 福岡 11月30日㈯
第161回 名古屋 12月21日㈯
第162回 大阪 2月15日㈯

NEW
 切れ目のない妊娠・出産・育児支援の
ためのセミナー
「周産期メンタルヘルスから児童虐待防止へ」

東京 6月30日㈰ 15,000 
大阪 8月24日㈯ 15,000 
広島 9月28日㈯ 15,000 
福岡 11月2日㈯ 15,000 

第31回 お母さんと子どもの元気セミナー
「虐待から子どもを守る」 東京 7月10日㈬ 5,000

第4回 性の多様性を学ぶセミナー
「LGBTの理解と現場での支援のあり方」

東京 7月20日㈯ 10,000
第5回 札幌 11月9日㈯ 10,000
第7回 メンタルヘルスセミナー 名古屋 7月20日㈯ 10,000
第8回 東京 12月14日㈯ 10,000
第18回 生きるための

心の教育セミナー
ベーシック編

東京
7月27日㈯ 10000

(相)8,000
第19回 スキルアップ編 11月9日㈯ 15,000
第20回 2月1日㈯ 15,000
第10回 睡眠保健指導セミナー 東京 8月4日㈰ 10,000
第3回 聴き上手になる！積極的傾聴を学ぶセミナー 東京 10月5日㈯ 15,000
第3回 メンタルヘルス対策として職場環境改善に

取り組む保健師養成セミナー 東京 10月6日㈰ 18,000
NEW 歯科保健セミナー 東京 11月9日㈯ 10,000
第28回 行動変容実践のための

保健指導者養成セミナー
東京 11月21日㈭

～24日㈰ 40,000

第29回 東京 2月13日㈭
～16日㈰ 40,000

NEW ガッテン北折塾 大阪 12月21日㈯ 15,000 
東京 2月8日㈯ 15,000 

第2回
災害時の妊産婦支援セミナー

神戸 1月19日㈰ 10,000
第3回 盛岡 2月15日㈯ 10,000
第4回 東京 3月14日㈯ 10,000

セミナーのお問い合わせはTEL03-3269-4785まで。
WEBからの申し込みもできます。

JFPA　セミナー 検索

栄
養
指
導
を
結
果
に
つ
な
げ
る
セ
ミ
ナ
ー

第38～40回

最
短
ル
ー
ト
で
食
習
慣
を
整
え
る
特
定
保
健
指
導
の
秘
訣

回次 開催日 会場 開催地 定員

第38回 6月22日㈯ 新大阪丸ビル別館
10‒1号室

大阪府
大阪市 150人

第39回 6月29日㈯ CIVI 研修センター秋葉原 
D205

東京都
千代田区 150人

第40回 7月6日㈯ 名古屋サンスカイルーム
A室

愛知県
名古屋市 150人

時　間： 10：30～16：30
（受付時間10：00～10：20）

対象者： 保健師、管理栄養士、看護師、
栄養士等、保健指導に従事す
る専門職

受講料：各10,000円（税別）
教材費： 5,000円（税別）「新・食習慣

聞き取りシート」
　　　　※ 教材の詳細については、

本会HPをご覧ください
共　催： 一般社団法人日本家族計画協

会・有限会社クオリティライ
フサービス

講　師： 小島美和子㈲クオリティライ
フサービス代表取締役／管理
栄養士、健康運動指導士

1. 検査値と食習慣の関係より
導く栄養指導の優先順位

2. 効果の出る行動目標の設定
3. 食生活が確実に変わる支援
4. 食生活の問題点（間食・飲
酒・夕食内容・栄養バラン
ス等）ごとに検査値を改善
する効果的な支援方法（問
題点ごとに演習）

プログラム

セミナー開催予定表まだまだあります！

2019年度 児童福祉週間

（吉
よし

村
むら

　唯
ゆい
さん 14歳 山口県）

子どもの健やかな成長
を国民全体で考えるた
め、毎年、子どもの日
から1週間を児童福祉
週間としています。今
年度、全11,961作品
の応募から選ばれた標
語は、ポスターをはじ
め、全国自治体の事業
や行事で幅広く活用さ
れます。【主唱】厚生
労働省、全国社会福祉
協会、児童育成協会

※ ポスターは厚生労働省HPから
ダウンロードできます

5月5日～11日

その気持ち 誰かを笑顔にさせる種

月
経
中
に
ス
ポ
ー
ツ
な
ん
て
?!

四
季
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長

江
夏 

亜
希
子

第２回

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/jidouweek/index.html
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-040-040
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。

（　）4家 　 族 　 と 　 健 　 康（第782号） 2019年（令和元年）5月 1日
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海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ

デリケートゾーンの乾燥による
日常生活のつらい不快感のケアに 性交時の痛みや違和感を緩和

うるおい不足によっておこる

メノケアモイストゼリー リューブゼリー
日常の

保湿ケアに
性交時の
潤滑に

発 売 元 一般社団法人 日本家族計画協会
http://www.jfpa.or.jp/

発 売 元 一般社団法人 日本家族計画協会 
http://www.jfpa.or.jp/

製造販売元 ジェクス株式会社
http://www.jex-inc.co.jp/

製 造 元 ジェクス株式会社 
http://www.jex-inc.co.jp/

※ 通信販売で購入が可能です。また、一部の産科・婦人科等の病院・診療所、一部の薬局・薬店でもお買い求めいただけます。 ※ お近くの薬局・薬店・ドラッグストアの「避妊用品コーナー」にてご購入いただけます。またホームページからもお買い求めいただけます。

■内容量：50g／本
■メーカー希望小売価格：1,500円（税抜）

■内容量：55g／本
■メーカー希望小売価格：1,000円（税抜）

●デリケートゾーン用の水溶性保湿液
●高い保湿力を備え、長時間潤いが持続
●無香料・無着色・パラベン無添加
●pH4.0～4.5の弱酸性

●自然でなめらかな使いごこち
●さらっとした水溶性
●無臭・無色透明　　●殺菌処理済
●アレルギーテスト済

◆
中
高
年
女
性
の
調
査
か
ら

　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
被
害
に
遭
っ
た
女

性
、
そ
の
中
で
も
中
高
年
女

性
の
そ
の
後
の
健
康
状
態
を

調
査
し
た
報
告
が
、
ピ
ッ
ツ

　
先
日
、
東
京
都
が
開
催
し

た
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者

支
援
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。
実
際
に
医
療
現
場
で
、

レ
イ
プ
被
害
者
の
ケ
ア
を
行

っ
て
い
る
医
師
や
看
護
師
の

話
を
伺
い
、
改
め
て
被
害
者

の
お
か
れ
て
い
る
現
状
を
認

識
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
被
害
直
後
の
被
害
者
の
心

理
状
態
は
恐
怖
、
不
安
と
い

っ
た
被
害
を
受
け
た
こ
と
に

よ
る
感
情
だ
け
で
な
く
、
ど

う
し
て
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
か
な

ど
の
思
い
か
ら
、
自
分
が
と

っ
た
言
動
に
対
す
る
自
責
の

念
や
後
悔
の
思
い
が
押
し
寄

せ
、
さ
ら
に
自
分
自
身
を
追

い
詰
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
が
少
な
く
な
い
と
い
い
ま

す
。
被
害
者
に
接
す
る
機
会

の
あ
る
支
援
者
は
、
こ
う
し

た
被
害
者
の
気
持
ち
を
理
解

し
、
セ
カ
ン
ド
レ
イ
プ
と
呼

ば
れ
る
、
支
援
者
が
被
害
者

を
さ
ら
に
傷
つ
け
て
し
ま
う

よ
う
な
言
動
に
、
十
分
過
ぎ

る
く
ら
い
に
気
を
付
け
て
、

細
や
か
に
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
本
会
の
電
話
相
談
で
も
、

レ
イ
プ
被
害
に
遭
っ
た
方
か

ら
の
電
話
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
一
番
多
い
の

は
、
緊
急
避
妊
薬
を
処
方
し

て
い
る
医
療
機
関
の
紹
介
を

希
望
す
る
電
話
で
す
。
電
話

を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
、
相

談
で
き
て
い
る
こ
と
を
ね
ぎ

ら
う
と
同
時
に
、
現
在
安
全

な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
か

め
ま
す
。
相
談
員
の
語
り
掛

け
に
、
「
私
が
彼
の
部
屋
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
ん

で
す
」
と
自
分
を
責
め
る
言

バ
ー
グ
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド

公
衆
衛
生
大
学
院
な
ど
の
研

究
グ
ル
ー
プ
よ
り
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
米
国

内
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
虐

待
に
対
し
て
、
職
場
内
で
も

大
変
敏
感
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
被
害
者
女
性
の
健

康
へ
の
影
響
を
、
よ
り
長
期

的
に
み
る
調
査
が
い
く
つ
か

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ

が
今
回
の
報
告
で
す
。

　
調
査
対
象
は
、
循
環
器
病

が
な
く
喫
煙
習
慣
も
な
い
40

〜
60
歳
の
中
高
年
女
性
３
０

４
人
で
、
こ
の
内
58
人
（
19

％
）
が
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
67
人

（
22
％
）が
性
的
虐
待
な
ど
の

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
詳
し
い
調
査
の
結

果
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
被
害
者
女
性
は
、

高
血
圧
の
割
合
が
被
害
者
以

外
の
女
性
に
比
べ
て
約
２
倍

高
く
、
ま
た
睡
眠
障
害
も
約

２
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
性
的
虐
待
の
被
害
者
女

性
の
場
合
で
は
、
う
つ
症
状

が
約
３
倍
高
く
、
不
安
症
状

は
約
２
倍
、
睡
眠
障
害
は
約

２
倍
な
ど
、
健
康
へ
の
影
響

を
よ
り
多
く
受
け
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
な

ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
行
っ

よ
り
、
被
害
報
告
や
異
議
申

し
立
て
ま
で
を
監
督
す
る
シ

ス
テ
ム
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ど
、
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

シ
ド
ニ
ー
大
学
と
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
約
４
１
０

人
の
小
児
を
対
象
に
、
14
歳

ま
で
の
体
重
・
身
長
と
ウ
エ

ス
ト
周
囲
を
測
定
し
、
こ
の

う
ち
１
９
０
人
に
つ
い
て

は
、
14
歳
時
点
の
血
圧
、
内

臓
脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
調
べ
ま
し
た
。

　
対
象
の
小
児
は
、
標
準
的

な
Ｂ
Ｍ
Ｉ
群
と
過
度
の
Ｂ
Ｍ

Ｉ
群
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に

後
者
は
２
歳
ま
で
の
間
で
急

激
に
体
重
が
増
加
す
る
群

（
早
期
群
）と
、
２
〜
５
歳
の

◆ 

米
国
保
健
福
祉
省
の
新
し

い
調
査
報
告
よ
り

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
少
数
派
の
若

年
者
は
、
そ
の
他
の
若
年
者

に
比
べ
て
、
い
じ
め
の
被
害

や
自
殺
の
リ
ス
ク
が
高
い
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
米
国
保
健
福
祉
省

（
Ｈ
Ｈ
Ｓ
）
は
、
２
年
ご
と

に
実
施
す
る
若
年
者
リ
ス
ク

行
動
調
査
（
Ｙ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
）
の

中
で
、
大
規
模
な
若
年
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
実
態
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
米
か
ら
選
ん
だ
10
の
州

と
９
つ
の
大
都
市
か
ら
回
収

さ
れ
た
調
査
表
は
、
総
計
約

13
万
人
分
に
上
り
、
対
象
は

14
〜
17
歳
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

生
徒
で
す
。
使
わ
れ
た
調
査

表
の
中
の
質
問
項
目
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　
「
自
分
自
身
が
そ
う
で
あ

る
と
思
っ
た
り
感
じ
た
り
す

る
性
別
が
、
生
ま
れ
た
時
に

与
え
ら
れ
た
性
別
と
一
致
し

な
い
人
は
自
身
を
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
呼
び
ま
す
。

あ
な
た
自
身
は
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
で
す
か
？
　
次
の

ど
れ
に
該
当
す
る
か
答
え
て

く
だ
さ
い
。
Ａ
い
い
え
、
Ｂ

は
い
、
Ｃ
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
、
Ｄ
質
問
の
意
味
が
わ

か
ら
な
い
」

　
全
体
の
集
計
結
果
か
ら
の

回
答
は
、
Ａ
が
94
・
４
％
、

Ｂ
が
１
・
８
％
、
Ｃ
が
１
・

６
％
、
Ｄ
が
２
・
１
％
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
Ａ

（
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
性
別

が
一
致
）
と
Ｂ
（
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
自
認
）
を
比

較
し
た
結
果
、
い
じ
め
に
遭

っ
た
割
合
、
自
殺
を
考
え
た

割
合
、
麻
薬
を
使
用
し
た
割

合
な
ど
い
ず
れ
も
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
高
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
シ
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
女
子
生
徒
に
比
べ

た
も
う
一
つ
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
州
に
住
む
40
〜
80
歳
の

女
性
約
２
千
人
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
性
的
虐
待
あ
る
い

は
性
暴
力
の
被
害
に
遭
っ
た

女
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
１
６

人
（
16
％
）
と
３
８
２
人

（
19
％
）
で
し
た
。
性
暴
力

（
精
神
的
）
の
被
害
者
女
性

は
、
そ
う
で
な
い
女
性
に
比

べ
て
睡
眠
障
害
が
約
１
・
４

倍
、
発
汗
は
約
１
・
５
倍
高

く
、
性
的
虐
待
の
被
害
者
女

性
で
は
、
性
交
痛
や
腟
乾
燥

症
状
が
約
１
・
４
倍
な
ど
、

更
年
期
症
状
の
割
合
が
よ
り

多
い
こ
と
も
特
徴
と
し
て
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
規
模
な
職
場
、
例
え
ば

米
国
立
保
健
研
究
所
で
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会

の
設
置
や
所
員
教
育
は
も
と

て
、
13
歳
ま
で
に
最
初
の
性

行
為
を
し
た
割
合
や
、
直
近

の
性
行
為
の
時
に
飲
酒
、
あ

る
い
は
麻
薬
を
使
用
し
た
割

合
が
30
・
０
％
対
17
・
９
％

と
高
く
、
男
子
生
徒
の
場
合

も
、
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
比

べ
て
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う

割
合
や
、
Ｓ
Ｔ
Ｄ
検
査
を
受

け
る
割
合
が
低
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
報
告
書
の
最
後
の
考
察
で

は
、
性
や
性
行
動
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
迷
う

生
徒
の
回
答
が
、
自
身
の
思

い
を
ど
う
反
映
し
て
い
る
の

か
。
例
え
ば
、
男
性
と
し
て

生
ま
れ
、
女
性
と
自
認
す
る

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、

質
問
に
男
性
と
し
て
答
え
て

い
る
の
か
、
女
性
と
し
て
答

え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
課
題
が
残
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
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葉
。
「
ど
ん
な
場
所
で
も
時

間
で
も
、
望
ん
で
い
な
い
人

に
性
行
為
を
強
要
す
る
こ
と

は
犯
罪
で
す
。
あ
な
た
は
何

も
悪
く
な
い
で
す
よ
」
。
気

持
ち
を
抑
え
な
が
ら
も
思
わ

ず
声
に
力
が
入
り
ま
す
。

　
緊
急
避
妊
薬
は
72
時
間
以

の
検
査
の
た
め
に
も
医
療
受

診
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
、
自
分
の
身
体
の
ケ
ア
を

最
優
先
で
き
る
よ
う
励
ま
し

ま
す
。

　
人
と
話
し
た
り
、
自
分
の

身
体
を
ケ
ア
す
る
た
め
の
行

動
を
と
る
こ
と
で
、
自
己
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
感
を
取
り
戻
し

て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
後
の

回
復
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

与
え
ま
す
。
思
い
も
よ
ら
ず

つ
ら
い
経
験
を
し
て
し
ま
っ

た
け
れ
ど
、
望
ま
な
い
妊
娠

や
性
感
染
症
と
い
っ
た
、
さ

ら
に
つ
ら
い
思
い
を
し
な
い

で
済
む
よ
う
に
、
今
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
く
。
自
分

に
は
そ
の
力
が
あ
り
、
周
り

の
人
も
そ
れ
を
助
け
て
く
れ

る
。
そ
ん
な
経
験
が
で
き
る

よ
う
に
、
精
一
杯
心
を
込
め

て
対
応
し
ま
す
。
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど
支
援

し
て
く
れ
る
社
会
資
源
の
情

報
を
話
し
て
、
最
後
に
「
後

か
ら
何
か
不
安
な
こ
と
や
気

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

ま
た
い
つ
で
も
電
話
し
て
く

だ
さ
い
ね
」
と
伝
え
て
電
話

を
置
き
ま
す
。
相
談
の
後

は
、
伝
え
忘
れ
は
な
か
っ
た

か
。
自
分
の
説
明
が
相
談
者

の
自
分
の
身
体
を
守
る
行
動

に
つ
な
が
っ
た
か
。
ま
た
、

相
談
者
の
気
持
ち
を
傷
つ
け

な
か
っ
た
か
。
何
度
も
細
か

く
思
い
出
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
せ
っ
か
く
つ
な
が
っ

た
支
援
の
糸
。
少
し
で
も
強

く
、
確
実
な
サ
ポ
ー
ト
に
つ

な
げ
、
被
害
者
の
身
体
と
心

の
傷
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
性
犯
罪
は
い
つ
、
誰
に
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
自

分
を
大
切
に
し
、
ケ
ア
で
き

内
の
処
方
が
原
則
で
す
が
、

効
果
は
少
し
下
が
る
け
れ
ど

１
２
０
時
間
以
内
で
あ
れ
ば

避
妊
効
果
が
期
待
で
き
る
た

め
、
被
害
が
起
き
て
か
ら
１

２
０
時
間
を
経
過
し
て
い
な

け
れ
ば
、
服
用
す
る
こ
と
を

勧
め
ま
す
。
傷
や
性
感
染
症

る
た
め
の
相
談
支
援
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
も
研
さ
ん
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
相
談
員 

本
村
弥
恵
子
）

◆ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の

報
告
他

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
の
肥

満
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
テ
ィ
ー

ン
が
肥
満
に
な
る
過
程
や
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
健
康

に
ど
う
影
響
す
る
の
か
な

間
に
増
加
す
る
群
（
後
期

群
）に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。調

査
の
結
果
、
早
期
群
の
内
臓

脂
肪
は
後
期
群
に
比
べ
て
有

意
に
脂
肪
量
が
多
く
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
量
も
多
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
蓄
積
し
た
内

臓
脂
肪
と
高
い
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
は
、
心
臓
病
の
リ
ス

ク
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
の
で
、
生
ま
れ
て
か
ら

２
年
間
の
健
康
管
理
は
大
変

重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
体
重
増
加
パ

タ
ー
ン
が
早
期
か
後
期
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
過
度
Ｂ
Ｍ
Ｉ

小
児
の
母
親
は
、
妊
娠
時
に

過
体
重
や
肥
満
で
あ
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
様
な
調
査
は
オ
ラ
ン
ダ

国
内
で
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
医
療

セ
ン
タ
ー
か
ら
発
表
さ
れ
た

報
告
に
よ
れ
ば
、
生
ま
れ
て

か
ら
３
か
月
間
に
、
身
長
の

伸
び
に
対
し
て
体
重
増
加
が

過
剰
に
大
き
い
新
生
児
で

は
、
そ
う
で
な
い
児
に
比
べ

て
５
歳
時
点
の
平
均
収
縮
期

血
圧
が
有
意
に
高
い
こ
と
が

分
か
り
、
こ
の
傾
向
は
特
に

低
出
生
体
重
児
に
顕
著
に
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
シ
ド
ニ
ー
大
学
の
研
究
者

ら
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
の

食
、
特
に
母
乳
哺
育
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
に
は
家
庭
医

に
よ
く
相
談
し
な
が
ら
、
体

重
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
コ
メ
ン

ト
を
追
加
し
ま
し
た
。
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茨
城
県
行
方
市
で
は
、
妊
産
婦
・
子
育
て
支
援
の
た
め
に
母
親
た
ち
の
交
流
会
「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
Ⓡ
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
同
市
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
の

西
谷
真
理
子
氏
と
、
日
本
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

代
表
の
髙
村
寿
子
氏
に
こ
の
取
り
組
み
の
経
緯
や
内
容
な
ど
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。
　
※
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
」
は
日
本
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
登
録
商
標
で
す
。 

（
編
集
部
）

行
方
市
の
概
況
・
取
り
組
み

の
経
過

　
行
方
市
は
、
茨
城
県
の
南

東
に
位
置
し
、
東
に
北
浦
、

西
は
霞
ヶ
浦
に
面
し
た
と
て

も
自
然
豊
か
な
街
で
す
。
人

口
は
３
万
３
３
０
４
人
、
年

間
出
生
数
１
６
９
人
、
高
齢

化
率
34
・
２
％
で
着
々
と
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

人
口
も
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち

は
、
近
所
に
同
世
代
の
子
ど

も
が
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
遠
方
か
ら
嫁
い
だ
人

は
孤
立
し
が
ち
と
な
る
た

め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
交
流

の
場
と
な
る
大
切
な
拠
点
で

す
。

　
行
方
市
で
は
２
０
１
７
年

４
月
に
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ど
れ
み
」
を

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置

し
、
妊
産
婦
支
援
と
子
育
て

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
マ
マ
た
ち
の
交

流
を
目
的
と
し
た
「
子
育
て

ほ
っ
と
！
サ
ロ
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
マ
マ
同
士
の

会
話
か
ら
母
親
と
し
て
の
自

己
肯
定
感
が
低
い
こ
と
が
分

か
り
、
何
か
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
、

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ

ス
Ⓡ
」
で
す
。
17
年
度
子
育

て
世
代
支
援
者
養
成
セ
ミ
ナ

ー
（
主
催
＝
母
子
保
健
推
進

会
議
）
を
受
講
し
、
ピ
ア
の

存
在
の
大
き
さ
を
知
り
、
ま

ず
自
分
自
身
が
元
気
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
行
方
市
の
マ
マ
た
ち

も
元
気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し

い
！
と
い
う
思
い
で
、
髙
村

先
生
、
職
場
の
上
司
、
同
僚

の
協
力
で
18
年
１
月
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
Ⓡ
を

開
催
し
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
内
容
と
成
果

　
18
年
１
月
27
日
・
２
月
３

日
の
計
２
日
、
参
加
者
12
名

で
実
施
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
緊
張
気
味
だ
っ

た
マ
マ
た
ち
も
、
ほ
め
ほ
め

シ
ャ
ワ
ー
で
お
互
い
の
す
て

き
な
と
こ
ろ
を
伝
え
合
う

と
、
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら

も
笑
顔
に
な
っ
て
い
き
、
表

情
が
徐
々
に
柔
ら
か
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
マ
マ
た
ち
は

積
極
的
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に

取
り
組
み
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
自
分

の
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
ま

し
た
。

　
１
週
間
後
の
２
日
目
、
マ

マ
た
ち
は
会
場
に
入
っ
た
瞬

間
か
ら
楽
し
そ
う
に
会
話
す

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
私
の
大
切
な
も
の
」
「
私

の
夢
」
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

は
、
安
心
し
て
自
分
自
身
と

向
き
合
う
こ
と
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
心
を
開
き
仲
間
た

ち
と
本
音
で
語
り
合
う
こ
と

で
、
一
人
の
女
性
と
し
て
し

っ
か
り
と
考
え
を
持
ち
、
前

に
進
む
姿
は
キ
ラ
キ
ラ
し
て

い
て
、
マ
マ
た
ち
の
真
の
力

を
感
じ
ま
し
た
。

　
１
か
月
後
に
同
窓
会
を
計

画
し
、
自
主
グ
ル
ー
プ
が
で

き
、
そ
の
後
も
自
分
た
ち
で

月
に
１
〜
２
回
の
ペ
ー
ス
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ピ
ク

ニ
ッ
ク
、
遠
足
、
マ
マ
ヨ
ガ

な
ど
メ
ン
バ
ー
で
イ
ベ
ン
ト

ご
と
に
担
当
を
決
め
て
、
代

表
だ
け
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
協
力
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
２
回
目

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ

ス
Ⓡ
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
へ
の

協
力
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
市
は
活
動
の
場
を
確
保
す

る
た
め
の
情
報
提
供
を
し
た

だ
け
で
、
自
立
し
て
活
動
を

継
続
し
、
翌
年
に
で
き
た
自

主
グ
ル
ー
プ
の
相
談
役
に
も

な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
し
て
い
る
マ
マ
た

ち
か
ら
は
、
「
集
ま
る
た
び

に
、
安
心
す
る
。
安
心
で
き

る
仲
間
」
「
復
職
し
た
が
自

分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
し
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
」
「
先

輩
マ
マ
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
え
る
」
「
元
気
に
な

れ
る
」
「
家
に
こ
も
り
が
ち

だ
っ
た
が
、
外
に
出
る
機
会

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ

ス
Ⓡ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
お
よ
び
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

マ
ク
ラ
ス
Ⓡ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
認
定
講
座
が
、
３
月
23

〜
24
日
、
日
本
家
族
計
画
協

会
地
下
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
、
全
国
で
８
名
の

認
定
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク

ラ
ス
Ⓡ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
た
。
彼
女
た
ち
の

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
Ⓡ

実
施
ま
で
の
経
緯

　
２
０
１
１
年
に
起
こ
っ
た

東
日
本
大
震
災
で
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
パ
ワ
ー
レ
ス
に

な
っ
た
乳
幼
児
を
持
つ
母
親

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ

ス
Ⓡ
を
受
講
し
た
。
そ
の
結

果
、
自
己
効
力
感
、
自
尊
感

情
を
取
り
戻
し
、
人
生
の
夢

の
再
構
築
を
目
指
し
住
み
慣

れ
た
地
域
で
仲
間
と
共
に
、

生
き
生
き
と
輝
き
な
が
ら
ソ

ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社

会
関
係
資
本
）
を
高
め
て
い

け
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
近
年
、
育
て
に
く
さ
を
感

じ
て
い
る
マ
マ
や
パ
ワ
ー
レ

ス
に
な
っ
た
子
育
て
中
の
マ

マ
た
ち
を
切
れ
目
の
な
い
支

援
で
支
え
て
い
く
方
策
と
し

て
、
当
事
者
同
士
の
支
え
合

い
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
）

の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
て
お

り
、
全
国
各
地
で
子
育
て
サ

ロ
ン
な
ど
、
種
々
の
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
支
援
の
方
策

を
希
求
し
て
い
る
保
健
師
・

助
産
師
・
保
育
士
等
が
、
母

子
保
健
推
進
会
議
が
主
催
す

る
「
子
育
て
世
代
支
援
者
セ

ミ
ナ
ー
」
（
コ
ー
ス
リ
ー
ダ

ー
＝
筆
者
）
を
受
講
し
、
自

分
た
ち
の
地
域
で
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
Ⓡ
実
施

に
強
い
関
心
を
抱
い
た
。
そ

の
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、
実

施
を
希
望
す
る
い
く
つ
か
の

市
で
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
被
災
地
と
同
様
の

効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　
そ
こ
で
日
本
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
究
会
子
育
て
部

門
が
主
体
と
な
り
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
Ⓡ
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
の
シ
ス

テ
ム
化
の
検
討
を
開
始
。
そ

し
て
、
そ
の
試
み
と
し
て
今

年
度
は
、
本
会
代
表
の
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ズ
を
受
け
な
が
ら

当
該
市
町
村
で
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
Ⓡ
を
実
施
し

た
経
験
を
有
す
る
者
を
対
象

に
、
２
日
間
に
短
縮
編
成
し

た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ

ス
Ⓡ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
お
よ
び
認
定
講
座
（
後
援

＝
日
本
家
族
計
画
協
会
・
母

子
保
健
推
進
会
議
）
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
Ⓡ

の
概
要

【
開
催
目
的
】

１
．
心
と
心
の
出
会
い
（
エ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
）
を
通
じ

て
、
自
分
と
地
域
の
仲
間
の

素
敵
な
と
こ
ろ
を
再
発
見

し
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、

女
性
と
し
て
の
自
分
を
再
確

認
し
、
自
分
に
自
信
（
自
己

効
力
感
）
を
取
り
戻
す
。

２
．
子
育
て
す
る
仲
間
と
共

に
自
尊
感
情
を
回
復
・
強
化

し
、
本
来
持
っ
て
い
る
生
き

る
力
を
取
り
戻
す
と
と
も

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
仲

間
と
共
に
生
き
生
き
と
子
育

て
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く

輝
い
て
生
き
る
力
を
取
り
戻

す
。

３
．
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
に
よ
り
生
き
る
力
を
取
り

戻
し
、
人
生
の
夢
の
再
確
認

と
行
動
計
画
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
。

【
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

〈
１
日
目
〉
開
講
式
・
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
／
効
果
測

定
／
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
／
自
分
発
見
エ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
Ⅰ
／
ラ
ブ
レ
タ
ー
　

今
日
の
わ
た
し
へ
・
今
日
の

あ
な
た
へ

〈
２
日
目
〉
モ
ー
ニ
ン
グ
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
／
自
分
発
見
エ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
Ⅱ
／
ラ
ブ
レ

タ
ー
　
み
ら
い
の
わ
た
し

へ
・
み
ら
い
の
あ
な
た
へ
／

効
果
測
定
＆
ま
と
め

が
増
え
元
気
に
な
れ
た
」
な

ど
の
声
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
の
評
価
と
し
て
、

自
己
効
力
感
・
自
尊
感
情
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
受
講
前
、
受
講
直

後
、
１
か
月
後
、
半
年
後
の

結
果
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

受
講
直
後
上
昇
し
、
１
か
月

後
は
や
や
下
が
る
も
の
の
、

半
年
後
は
ま
た
上
昇
し
て
い

ま
し
た
。
活
動
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
、
や
り

が
い
や
達
成
感
を
感
じ
た
こ

と
で
、
自
己
効
力
感
・
自
尊

感
情
が
上
昇
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ

ス
Ⓡ
を
開
催
し
た
こ
と
で
、

子
育
て
中
の
マ
マ

た
ち
が
、
安
心
し

て
心
を
開
き
本
音

で
語
り
合
え
る
仲

間
、
信
頼
で
き
る

仲
間
と
共
に
活
動

す
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
子
育
て
支

援
と
し
て
、
同
じ
地
域
で
母

親
同
士
が
支
え
合
え
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
マ
マ

た
ち
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
も
っ
と
マ

マ
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る

よ
う
に
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
＝
日

本
家
族
計
画
協
会
）
を
受
講

し
、
日
本
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
研
究
会
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
Ⓡ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
マ
マ
た
ち
の
笑
顔
の
た

め
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
創

造
・
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

リフレッシュママクラスⓇを
受けているママたち

自主グループ活動の様子

リフレッシュママクラス®

ファシリテーターとは？

ピアカウンセリング
セミナー第２回 第21回 自

セ ル フ エ フ ィ カ シ ー

己効力感を活かす
健康教育セミナー

リフレッシュママクラス®を実施し、
その後彼女たちが住み慣れた地域で
仲間と共に生き生きと子育てしなが
ら、自分らしく輝いて生きる活動に
寄り添う役割を担う者です。

　ピアカウンセリングとは、相談者にピア（仲
間）の意識をもって共感・共有しながら寄り添
い、自己決定能力や問題解決能力の向上をサポ
ートする活動です。
　健やか親子21（第2次）では、母子保健・思
春期保健での「ピアサポートの推進」が推奨さ
れています。近年では地域保健・医療・教育・
職域保健・介護福祉などの領域でも「主体的な
自己決定を支える有効な手法」として需要が拡
大しています。
　本セミナーで心に寄り添うピアカウンセリン
グの理論とスキルを学んでみませんか。

　今、求められている健康教育は、対象者一人一人
の力を信じて、その人自身が自分の健康や幸せのた
めに力を発揮できることを支える支援方法：エンパ
ワーメント教育です。
　本セミナーでは、対象者自身が目指すQOLの実
現のための主体的な行動変容の基盤となる「これな
ら私にもできそうという自信・確信：自己効力感」
に焦点を当て、それを高める介入方法をエンカウン
ターによる体験学習で学んでいただきます。
　また、母子保健で今求められている切れ目のない
支援の実践例：リフレッシュママクラス®の事例を
はじめ、各分野での実践活動も紹介いたします。

● 主なプログラム：8つの誓約／アクティブリス
ニング／感情と向き合う4つのステップ／コ・
カウンセリング実習 他
●開催日：2019年7月27日㈯～28日㈰
●会　場： NBCネクスト市ヶ谷ビル２階（東京

都新宿区）
●対　象： 行政、医療、教育、企業等の保健師・

助産師・看護師など
●定　員：60人　●受講料：20,000円（税別）

● 主なプログラム：自分探しとエンパワーメント／主
体的な行動変容とセルフエフィカシー／実践活動紹
介／演習 他
●開催日：2019年12月7日㈯～8日㈰
●会　場： 東陽セントラルビル 2Fホール（東京都江東区）
●対　象： 行政、医療、教育、企業等の保健師・助産

師・看護師など
●定　員：60人
●受講料：23,000円（税別）

相談者の心に寄り添い、共感・共有しな
がら、自己決定を支えるスキルを習得

健康教育を“生き生き”と、より効果的に！

リフレッシュママクラス®ファシリテーターとして必要な知識・心構え・行
動・スキルを、日本家族計画協会主催の「ピアカウンセリングセミナー」※ま
たは「自己効力感（セルフエフィカシー）を活かす健康教育セミナー」※の２
つのセミナーで学ぶ。※２つのセミナーはどちらを受けても問題ありません。
＊ 日程等の理由で不都合がある場合、JPCAEA子育てピア支援者部門に問い合わせてください。
連絡先：t.ishida@smail.plala.or.jp

STEP
1

STEP
2

JPCAEA主催の「リフレッシュママクラス®ファシリテーター養成講座」を受
講し、リフレッシュママクラス®のカリキュラムの流れと実際の展開方法を体
験学習しながら学ぶ。

STEP
3

JPCAEAのスーパーバイズを受けながらリフレッシュママクラス®ファシリテ
ーター実習生（インターン）としてクラスを実施し、その後彼女たちが住み慣
れた地域で仲間と共に生き生きと子育てしながら、自分らしく輝いて生きる活
動に寄り添う役割を実習する。

日本ピアカウンセリング・ピアエデ
ュケーション研究会（JPCAEA）で
は、2019年度より、下記の通り４
段階の積み上げ方式の受講ステップ
の検討を開始しました。

リフレッシュママクラス®を
実施するための認定ファシリ
テーターになるためには？

Q.
1

Q.
2

A.
1

A.
2

STEP3の課程を最低1年間経験し、JPCAEA主催の「リフレッシュママクラス®
ファシリテーター認定試験」に合格し、所定の手続きを行う。

STEP
4

ＪＦＰＡ主催セミナーのご案内

セミナーのお問い合わせはTEL03-3269-4785まで。
WEBからの申し込みもできます。

JFPA　セミナー 検索

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
ク
ラ
ス
Ⓡリ

フ
レ
ッ
シ
ュマ
マ
ク
ラ
ス
®

子
育
て
中
の
母
親
へ
の
切
れ
目
な
い
支
援

〜
行
方
市
の
取
り
組
み
〜

行な
め

方が
た

市
保
健
福
祉
部 

健
康
増
進
課

西
谷
　
真
理
子

日
本
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・

ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
代
表

髙
村
　
寿
子

https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-012-021
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-050-002
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滋
賀
県
東
近
江
市
で
は
、
「
後
期
高
齢
者
ウ
エ
ル
カ
ム
事
業
『
い
き
い
き
シ
ニ
ア

75
』
」
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
市
民
の
健
康
増
進
と
、
終
活
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
内
容
や
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
同
事
業
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
東
近
江
市
の
夏
原
善
治
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

取
り
組
み
の
内
容

　
東
近
江
市
で
は
、
翌
月
に

75
歳
と
な
り
後
期
高
齢
者
被

保
険
者
と
な
ら
れ
る
方
を
対

象
に
、
後
期
高
齢
者
ウ
エ
ル

カ
ム
事
業
「
い
き
い
き
シ
ニ

ア
75
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
内
容
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
証

の
交
付
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
説
明
を
行
い
、
そ
の

後
、
口こ

う

腔く
う

ケ
ア
・
高
齢
者
健

康
診
査
・
介
護
予
防
の
指

導
・
栄
養
や
運
動
指
導
と
体

力
測
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
各
指
導
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
歯
科
衛
生
士
や
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指

導
士
が
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
近
江
市
は
１
市

６
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま

し
た
の
で
、
耕
地
面
積
近
畿

地
区
第
１
位
と
い
う
広
大
な

面
積
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
事
業
を
１
か
所
だ
け

で
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、

高
齢
者
の
方
が
参
加
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
毎

月
市
内
４
か
所
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
取
り
組
み
は
、
２
０
１
５

年
７
月
か
ら
開
始
し
、
19
年

２
月
ま
で
の
間
に
対
象
者
４

２
７
３
名
、
そ
の
う
ち
参
加

者
は
１
３
３
４
名
で
、
参
加

率
は
42
・
73
％
で
す
。

始
め
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け

　
08
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
被
保
険
者
の
方
々
か

ら
制
度
に
対
す
る
不
満
の
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

合
併
前
の
町
で
老
人
保
健
新

規
該
当
者
へ
の
説
明
会
を
開

催
し
て
い
た
こ
と
や
健
康
ポ

イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
全
国

的
に
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

本
市
に
お
い
て
も
何
か
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か
と
検
討

し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
事
情
も
あ

り
、
15
年
度
に
東
近
江
市
で

は
、
医
療
や
介
護
、
健
診
に

携
わ
る
関
係
各
課
と
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
、
保
健

所
な
ど
が
連
携
し
、
75
歳
を

迎
え
ら
れ
る
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
保
健
事
業
と
し
て
、

後
期
高
齢
者
ウ
エ
ル
カ
ム
事

業
「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
75
」

を
始
め
ま
し
た（
図
）。こ
の

事
業
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
連
携

各
課
で
考
え
ま
し
た
。

事
業
を
行
う
ポ
イ
ン
ト

　
事
業
で
は
、
講
義
だ
け
で

な
く
実
際
に
筋
力
測
定
（
握

力
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
太
さ
、

片
足
立
ち
、
５
㍍
歩
行
、
ロ

ー
プ
作
業
の
計
測
等
）
を
行

い
、
ま
ず
は
現
状
を
知
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
高
齢
者
の
筋

力
低
下
に
よ
る
心
身
機
能
の

低
下
が
フ
レ
イ
ル
の
原
因
と

な
り
、
や
が
て
は
要
介
護
状

態
に
陥
る
こ
と
に
も
な
り
得

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
い
か
に
運
動
習
慣
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

で
あ
る
か
、
ま
た
筋
力
を
向

上
・
維
持
し
、
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
こ
と
で
フ
レ
イ
ル
を
予

防
し
、
そ
の
進
行
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
説
明

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
対
象
者
に
、

参
加
の
有
無
を
確
認
す
る
た

め
出
欠
確
認
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
と
併
せ
て

基
本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
も
一

緒
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
基

本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
現

在
の
生
活
状
況
や
健
康
状
態

に
お
い
て
、
心
身
の
機
能
で

衰
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い

か
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
、
出
欠
に
か
か
わ
ら
ず
提

出
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
か

ら
得
た
情
報
は
保
健
師
が
確

認
し
て
指
導
の
有
無
等
を
判

断
し
て
い
ま
す
。
基
本
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
を
提
出
さ
れ
た

方
に
対
し
て
は
、
６
か
月
後

に
あ
ら
た
め
て
基
本
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
再
送
し
、
事
業

に
参
加
さ
れ
た
方
、
指
導
の

必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
保

健
師
が
介
入
し
た
方
、
事
業

を
欠
席
さ
れ
介
入
も
し
て
い

な
い
方
の
そ
の
後
の
経
過
等

も
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

し
て
「
健
康
貯
金
」
と
い
う

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。
健
康
貯
金
と
は
、
健
康

づ
く
り
に
対
す
る
取
り
組
み

の
目
標
を
定
め
、
そ
れ
が
達

成
で
き
た
と
き
に
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
取
り
組
み
の
こ

と
で
す
。

　
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

１
ポ
イ
ン
ト
２
円
に
換
算
し

て
、
健
康
グ
ッ
ズ
や
地
域
の

特
産
品
、
商
品
券
な
ど
に
交

換
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み

期
間
は
２
年
間
で
、
す
で
に

修
了
さ
れ
た
方
も
含
め
て
、

18
年
２
月
ま
で
に
７
２
６
名

の
高
齢
者
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
修
了
後
も
日
々
の
健
康

へ
の
取
り
組
み
が
習
慣
と
な

り
今
後
の
健
康
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

終
活
へ
の
取
り
組
み

　
ま
た
、
事
業
の
終
盤
に
は

「
豊
か
に
老
い
る
」
こ
と
を

テ
ー
マ
に
終
活
も
行
っ
て
い

ま
す
。
健
康
づ
く
り
を
推
奨

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ

の
事
業
の
中
で
、
少
し
違
和

感
の
あ
る
こ
の
テ
ー
マ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
誰
の
人
生
に

お
い
て
も
訪
れ
る
最
期
の
と

き
、
そ
れ
に
対
す
る
考
え
方

を
自
分
な
り
に
一
度
整
理
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
こ
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
事
業
で
は
、
終
活
を
考

え
て
い
た
だ
く
上
で
東
近
江

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
発
行
し
て
い
る
「
わ
た
し

の
生
き
方
〜
自
分
ら
し
い
最

期
を
迎
え
る
た
め
に
〜
」
と

い
う
小
冊
子
の
朗
読
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
小
冊
子
は

Ａ
５
判
で
、
ふ
る
さ
と
の
風

景
の
挿
絵
も
あ
し
ら
っ
た
十

数
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
あ
な
た
は
自
分
の
人
生

の
最
期
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い

う
問
い
掛
け
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
誰
も
が
こ
の
問
い
掛
け

は
、
あ
な
た
の
思
い
を
か
な

え
る
た
め
に
、
そ
し
て
家
族

や
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、
と
て
も
大
切
な
準
備
な

の
で
す
」
と
い
う
言
葉
で
締

め
く
く
り
朗
読
は
終
わ
り
ま

す
。
今
、
元
気
で
暮
ら
し
て

い
る
こ
の
と
き
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
自
身
の
思
い
を
人

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
い
っ
た
大
切
な
時
間
が

「
今
ま
さ
に
こ
の
と
き
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
、

考
え
て
い
た
だ
く
た
め
の
一

つ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

事
業
の
今
後

　
本
事
業
は
75
歳
到
達
を
一

つ
の
区
切
り
と
し
て
、
自
分

自
身
の
健
康
に
つ
い
て
見
直

し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く

り
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
事
業
成
果
は
健
康

維
持
を
達
成
で
き
れ
ば
効
果

に
対
し
、
自

分
へ
の
問
い

掛
け
と
し
て

捉
え
、
真
剣

な
表
情
で
耳

を
傾
け
て
聞

か
れ
ま
す
。

「
あ
な
た
の

人
生
の
最
期

に
つ
い
て
事

前
に
話
し
て

お
く
こ
と

い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
は
75
歳
を

迎
え
ら
れ
る
方
全
員
を
対
象

と
し
て
案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
案
内
の
際
に
出
欠
に

か
か
わ
ら
ず
基
本
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
提
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

出
欠
の
報
告
す
ら
さ
れ
な
い

高
齢
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
高
齢

者
の
方
は
社
会
的
に
も
孤
立

し
た
方
が
多
い
と
も
考
え
ら

れ
フ
レ
イ
ル
リ
ス
ク
が
高
い

方
だ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

逆
に
事
業
に
参
加
さ
れ
る
方

は
社
会
的
つ
な
が
り
の
意
識

が
強
い
方
も
多
く
、
社
会
的

フ
レ
イ
ル
の
可
能
性
が
低
い

方
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

今
後
の
課
題
は
、
事
業
に
も

参
加
し
な
い
孤
立
し
た
高
齢

者
を
い
か
に
把
握
し
、
い
か

に
保
健
事
業
に
導
き
出
す
か

と
い
う
こ
と
と
、
基
本
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
の
有
効
活
用
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
、
関
係
部
署
で
智
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
市
民
と

共
に
支
え
合
え
る
事
業
の
継

続
的
な
構
築
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
あ
っ
た

も
の
と
し

て
捉
え
て

お
り
、
状

態
を
悪
化

さ
せ
な
い

こ
と
が
重

要
で
あ
る

と
考
え
て

東近江市後期高齢者ウエルカム事業

滋賀県後期高齢者医療広域連合

東近江市役所

被保険者

（市民環境部）

保
険
年
金
課

連
携

健
康
推
進
課

保
健
セ
ン
タ
ー

福
祉
総
合
支
援
課

（健康福祉部）

連携

事
業

図　後期高齢者ウエルカム事業の連携体制

終活事業での朗読会の様子

朗読会で使用されている小冊子

東近江市制作
終活教材 「豊かに老いる」

ための啓発ツール

あなたは人生の最期に、どのような治療をうけたいですか？どこで生活したいですか？

お問い合わせ・ご注文は本会まで  TEL：03-3269-4727  FAX：03-3267-2658

　厚生労働省の調査※によると、これまで家族や医療介護関係
者と人生の最終段階における医療・療養について「詳しく話し
合っている」と答えた一般国民は、わずか2.7％でした。ま
た、話し合ったことがない人で、理由が「話しあうきっかけが
なかったから」と答えた人は半数以上にもおよびます。
※平成29年度人生の最終段階における医療に関する意識調査結果より

■定価：本体150円＋税 ※多部数割引あり
■仕様：A5判・16ページ・オールカラー
■著者：東近江市
■制作協力：一般社団法人東近江医師会
■発行：一般社団法人日本家族計画協会 ※名入れ印刷可

　エンディングノートのように何
かをいきなり決めるプロセスでは
なく、実際の話も交えながら、自
分らしい最期について考える、家
族と話してみるきっかけづくりに
重点をおいた内容です。配布する
時期やタイミングに悩んでいる自
治体や医療保険者からの情報提供
にオススメの１冊です。

きっかけづくりを考慮した
読みやすさ

140276

東
近
江
市 

後
期
高
齢
者
ウ
エ
ル
カ
ム
事
業「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
₇₅
」

他
分
野
連
携
で
行
う
後
期
高
齢
者
の
健
康
支
援
と
終
活
啓
発
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①消毒不要！すぐに使えます
②ミルクの量が一目で分かります
③軽量・コンパクトで保管・備蓄に便利
④ミルクの吸い出し量が3段階でコントロールできる

消毒不要で災害時用・備蓄用に最適！
液体ミルクをあげるときにもいかがですか？

この5月に新ガイド対応！
お母さんたちに最新情報をお届けください

発売直後からＡ４判指導箋サイズが大人気！

ゴックン期 204201
モグモグ期 204202
カミカミ期 204204
パクパク期 204203

25個セット 020222
100個ケース 020220

昆布だし・野菜スープをつくりましょう！ 659

ゴックン期 648
母乳・ミルクとはちがう
新しい味の体験！

649  ゴックン期

母乳ミルクと異なる味を！
まずは1日1回1さじずつ

モグモグ期 651
「おいしいね」話しかけて
食事を楽しもう！ 650  ゴックン期

ごきげんな時間に1日2回

パクパク期 656
みてみて！自分で食べれるよ

655  カミカミ期

モグモグゴックン
できたら1日3回

カミカミ期 654
いろいろ食べて元気！ゲンキ！

652  モグモグ期

じょうずにゴックン
できたかな？

写真入りメニューと調理の例 一目で分かるタイムテーブル

chu-bo!（チューボ）

すすめ！離乳食シリーズ

授乳期の食事 204206

【価格】25個セット：本体5,750円＋税 ※とりまとめ期間あり
　　　　100個ケース：本体23,000円＋税

【制作指導】佐藤加代子（東洋大学名誉教授／JFPA食育推進研究会代表）
【仕様】A4判／観音開／オールカラー　【価格】本体50円＋税（部数割引あり）

【監修】佐藤加代子（東洋大学名誉教授／ＪＦＰＡ食育推進研究会代表）
【仕様】Ａ４判／オールカラー（組み合わせて表裏両面印刷も可）
【価格】1枚当たり本体75円＋税（100枚単位で申し込み／部数割引あり）

※ Ａ１判のポスターにすることもパネル
（アルミフレーム付き）にすることもで
きます（価格はお問い合わせください）

ご注文の際は、同封の注文書にご記入の上、こちらまで➡ FAX：03-3267-2658

オリジナル
の情報を

　
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
多
用
途
教
材
（
カ
タ
ロ

グ
２
２
３
ペ
ー
ジ
参
照
）は
、必
要
な
情

報
だ
け
を
組
み
合
わ
せ
て
、
指
導
箋
や

フ
ァ
イ
ル
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
、多
用
途
に

形
を
変
え
て
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
指
導
箋
の
場
合
、
裏
面
に
保
健
所
の

地
図
や
地
域
医
療
機
関
の
一
覧
表
な

ど
、
独
自
の
情
報
を
カ
ラ
ー
印
刷
す
る

の
が
裏
技
的
な
利
用
法
。

　
ポ
ス
タ
ー
、
フ
ァ
イ
ル
な
ど
と
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
効
率
の
い
い
啓
発
ツ
ー

ル
に
も
な
り
ま
す
。

指
導
箋
に

カ
ラ
ー
印
刷
す
る
！

備 蓄 用
ほ乳ボトル

リーフレット

組み合わせて
表裏両面印刷もできます

たとえば…

詳しくはカタログP.223に！

パクパク期そろそろかな？離乳の完了へ657

JFPA教材
活用
大作戦！

　
３
月
29
日
に
「
授
乳
・
離
乳
の
支
援
ガ
イ
ド
」

（
厚
生
労
働
省
）
が
改
定
さ
れ
、
新
年
度
か
ら
新
ガ

イ
ド
に
基
づ
い
た
指
導
・
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
号
は
、新
ガ
イ
ド
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

に
対
す
る
自
信
を
持
た
せ
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
示
し

て
い
る
。

　
な
お
、
コ
ラ
ム
に
乳
児
用

液
体
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
の
解

説
が
加
わ
っ
た
。
液
体
ミ
ル

ク
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に

お
け
る
乳
幼
児
の
栄
養
確
保

や
、
調
乳
の
手
間
・
授
乳
の

負
担
の
軽
減
な
ど
が
期
待
さ

れ
て
い
る
が
、
消
費
者
庁

は
、
安
全
衛
生
や
保
存
な
ど

に
関
し
て
注
意
を
促
し
て
い

る
。

　
新
ガ
イ
ド
で
は
「
使
用
す

る
場
合
は
、
製
品
に
記
載
さ

れ
て
い
る
使
用
方
法
等
の
表

示
を
必
ず
確
認
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
示
し
た
。

母
親
の
栄
養
と

ア
レ
ル
ギ
ー
発
症

　
最
新
知
見
に
基
づ
い
た
情

報
と
し
て
、
子
ど
も
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
を
防
ぐ
目
的

で
、
母
親
が
妊
娠
中
・
授
乳

中
に
特
定
の
食
品
（
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
含
む
）
を
過
剰
に

摂
取
し
た
り
避
け
た
り
す
る

必
要
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
が
重
要
で
あ
る
と

解
説
し
て
い
る
。

離
乳
の
進
め
方
を
子
ど
も
の

発
達
と
関
連
付
け
る

　
離
乳
へ
の
移
行
を
支
援
す

る
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も

母
親
ら
の
考
え
方
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、「
母
親
等
が
子

ど
も
の
状
態
や
自
ら
の
状
態

か
ら
、
授
乳
を
継
続
す
る
の

か
、
終
了
す
る
の
か
を
判
断

で
き
る
よ
う
に
情
報
提
供
を

心
が
け
る
」と
説
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
離
乳
の
進
め
方

の
目
安
」
の
追
加
項
目
と
し

て
、
各
月
齢
の
摂
食
機
能
の

発
達
や
歯
の
萌
出
の
解
説
が

加
え
ら
れ
、
子
ど
も
の
発
達

と
の
関
連
付
け
が
よ
り
強
調

さ
れ
た
。
口
を
閉
じ
て
飲
み

込
め
る
よ
う
に
な
る
、
乳
歯

が
生
え
始
め
る
な
ど
、
子
ど

も
の
変
化
を
母
親
が
把
握
す

る
こ
と
で
、
離
乳
の
進
め
具

合
を
判
断
で
き
る
内
容
と
な

っ
た
。

　
支
援
の
基
本
的
な
姿
勢
は

授
乳
の
支
援

　
今
回
改
定
さ
れ
た
新
ガ
イ

ド
で
は
、
授
乳
に
つ
い
て
は

母
親
の
決
定
を
尊
重
し
、
母

親
ら
と
子
ど
も
の
状
態
を
把

握
し
な
が
ら
焦
ら
ず
授
乳
の

リ
ズ
ム
を
確
立
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま

た
、
母
乳
で
あ
る
か
育
児
用

ミ
ル
ク
を
使
う
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
母
子
の
健
康
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
健
や
か
な

母
子
関
係
・
親
子
関
係
の
形

成
を
促
し
て
、
母
親
に
育
児

授
乳
と
同
様
で
あ
る
が
、
①

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
の
状

況
、
日
々
の
子
ど
も
の
様
子

を
見
な
が
ら
進
め
、
無
理
を

さ
せ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ

と
②
生
涯
を
通
じ
た
望
ま
し

い
生
活
習
慣
の
形
成
と
生
活

習
慣
病
予
防
を
踏
ま
え
て
、

生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
健
康

的
な
食
習
慣
を
培
う
こ
と
③

家
族
ら
と
食
卓
を
囲
み
、
共

に
食
事
を
と
り
な
が
ら
食
べ

る
楽
し
さ
の
体
験
を
増
や

し
、
子
ど
も
の
「
食
べ
る

力
」
を
育
む
こ
と
―
な
ど
の

重
要
性
が
解
説
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
離
乳
期
が
子

ど
も
だ
け
で
な
く
両
親
や
家

族
の
食
習
慣
を
見
直
す
チ
ャ

ン
ス
に
も
な
る
た
め
、
適
切

な
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

離
乳
時
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

　
離
乳
食
の
開
始
時
期
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

く
生
後
５
〜
６
か
月
ご
ろ
か

ら
と
し
た
上
で
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
解
説
が
加

わ
っ
た
。
離
乳
の
開
始
時
期

や
特
定
の
食
品
の
摂
取
を
遅

ら
せ
る
こ
と
は
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
予
防
に
対
し
て
効

果
が
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ

た
。

　
特
に
、
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
発

症
の
懸
念
か
ら
、
こ
れ
ま
で

摂
取
時
期
が
注
意
さ
れ
て
き

た
が
、
固
ゆ
で
し
て
ペ
ー
ス

ト
状
に
し
た
卵
黄
が
５
〜
６

か
月
ご
ろ
か
ら
与
え
ら
れ
る

食
品
と
し
て
加
え
ら
れ
、
子

ど
も
の
欲
求
や
成
長
・
発
達

に
合
わ
せ
て
試
し
て
い
く
も

の
と
し
て
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
が
疑
わ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
医
師
の
診
断
に
基

づ
い
て
母
子
の
食
事
制
限
等

の
支
援
を
行
う
よ
う
促
し
て

い
る
。

出典：厚生労働省

最
新
知
見
を
踏
ま
え
母
子
に
寄
り
添
っ
た
情
報
提
供
を

「授乳・離乳の支援ガイド」改定

http://tokuteikenshin-hokensidou.jp/jfpa/catalog.php
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=3403
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=156
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=151
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=152
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=153
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=154
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4411
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4446
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4451
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4456
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4461
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4416
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性
教
育
は
人
生
を
考
え
る
き
っか
け

南な

渕ぶ
ち

　
芳

か
お
る

50

医
療
法
人
社
団
萌
寿
会 

林
間
ク
リ
ニ
ッ
ク（
神
奈
川
県
大
和
市
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

　
私
は
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
る
人
口
23
万
人
の
大

和
市
で
婦
人
科
勤
務
医
を
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
に

は
、
大
和
市
と
隣
の
綾
瀬
市

を
所
轄
と
す
る
保
健
所
の
母

子
保
健
の
連
携
会
議
に
関
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初

年
度
の
議
題
は
、
「
虐
待
防

止
に
つ
な
が
る
10
代
の
望
ま

な
い
妊
娠
の
予
防
と
相
談
、

支
援
」
で
、
こ
の
時
に
立
ち

上
げ
ら
れ
た
電
話
相
談
窓
口

「
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
や
ま
と
」
は

そ
の
後
対
象
範
囲
を
拡
大

し
、
現
在
は
「
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ

か
な
が
わ
」
と
し
て
神
奈
川

県
全
域
（
保
健
所
設
置
市
で

あ
る
横
浜
、
相
模
原
、
川

崎
、
横
須
賀
、
藤
沢
、
茅
ケ

崎
市
を
省
く
）
の
相
談
に
応

え
て
い
ま
す
。

　
議
論
の
中
で
「
こ
の
議
題

に
つ
い
て
の
最
も
根
本
的
な

対
策
は
、
包
括
的
な
性
教
育

を
義
務
教
育
終
了
ま
で
に
実

施
す
る
こ
と
だ
」
と
い
う
認

識
を
保
健
師
さ
ん
た
ち
と
共

有
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
一

歩
で
し
た
。

　
近
年
、
便
秘
外
来
に
子
ど

も
の
患
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
便
秘
の
早
期

発
見
・
対
応
に
つ
な
が
る
よ

う
、
便
秘
の
症
状
や
対
処
法

等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

【
講
師
】
中
野
美
和
子
（
さ

い
た
ま
市
立
病
院 
小
児
外

科
）

【
内
容
】
子
ど
も
が
便
秘
に

な
る
し
く
み
（
大
人
と
の
違

い
と
は
）
／
便
秘
の
サ
イ
ン

第
14
話

厚
生
省
と
学
会
と
の

見
解
に
食
い
違
い

　
１
９
６
４
年
７
月
27
日
、

日
本
家
族
計
画
連
盟
経
口
避

妊
薬
委
員
会
で
は
、
参
加
し

た
厚
生
省
側
と
委
員
と
の
間

で
議
論
が
沸
騰
し
た
も
の
の

噛か

み
合
わ
な
か
っ
た
。
「
家

族
計
画
」
第
１
２
５
号
（
64

年
８
月
20
日
号
）
で
は
無
記

名
で
「
論
壇
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
を
か
い

1983年、奈良県立医科大学卒業、同大産婦
人科医局入局。奈良医大NICU、Roya l 
Hospital For Women（Sydney）等で新生
児科医師として勤務。湘
南鎌倉総合病院、大和成
和病院を経て2011年2
月より現職。思春期保健
相談士、神奈川県産科婦
人科医会学校医委員会委
員、神奈川県大和市母子
保健委員。

南渕　芳今月の人

由
と
し
て
、
医
学
的
、
薬
学

的
に
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ

（
薬
品
の
販
売
許
可
で
5
年

も
検
討
し
た
も
の
は
過
去
に

な
い
）
、
効
果
は
確
実
、
副

作
用
は
僅わ

ず

か
で
あ
り
、
実
際

の
販
売
に
際
し
て
は
、
①
要

指
示
薬
と
し
て
医
師
の
処
方

箋
が
必
要
②
問
題
に
対
し
て

医
師
が
常
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
よ
う
に
す
る
③
学
術
雑
誌

以
外
に
は
広
告
さ
せ
な
い
―

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る

と
報
告
。

　
し
か
し
、
ホ
ル
モ
ン
剤
の

長
期
投
与
に
よ
っ
て
健
康
な

女
性
を
常
に
妊
娠
状
態
に
し

て
お
く
こ
の
薬
に
つ
い
て
は

学
問
的
に
問
題
が
な
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
米
国
で
も

２
年
以
上
使
用
し
た
場
合

に
、
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
は
結
論
が
出
て
お
ら

ず
、
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
、
日
本
内
分
泌
学
会
、
日

本
遺
伝
学
会
等
も
学
会
と
し

て
の
結
論
を
出
し
て
い
な

い
。
否
、
日
本
に
お
い
て
は

ず
、
そ
の
対
象
は
国
民
全
般

で
あ
り
、
樹
を
見
て
森
を
見

な
い
如ご

と

き
態
度
は
許
さ
れ
な

い
。
か
く
我
々
が
言
う
の

は
、
本
剤
が
民
族
の
再
生
産

に
根
深
く
関
与
す
る
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。

　
「
論
壇
」
の
筆
者
は
こ
の

よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
承
認

に
前
の
め
り
に
な
っ
て
い
る

国
に
対
し
て
、
日
本
は
急
い

で
本
剤
の
発
売
を
許
可
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
状
勢

に
あ
る
の
か
、
許
可
し
た
後

の
不
測
の
事
態
に
対
し
て
反

論
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
「
素
朴
な
疑
問
で

は
あ
る
が
」
と
前
置
き
し
て

「
薬
と
は
人
体
の
苦
痛
障
害

を
除
去
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
剤
は
人
体
の
自
然
な
機
能

を
故
意
に
異
常
状
態
に
変
化

さ
せ
る
も
の
で
、
通
念
と
し

て
は
薬
と
は
言
え
な
い
の
で

は
な
い
か
。
法
規
上
は
薬
と

規
定
し
て
も
、
現
実
と
し
て

こ
れ
を
健
康
な
人
体
に
使
用

す
る
故
に
薬
品
の
概
念
を
逸

脱
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
訴
え
て
い
る
。

　
こ
の
議
論
か
ら
30
年
以
上

経
過
し
た
97
年
３
月
に
、
当

時
の
小
泉
純
一
郎
厚
生
大
臣

が
ピ
ル
に
つ
い
て
同
様
な
発

言
を
し
て
お
り
、
こ
の
「
論

壇
」
を
僕
は
驚

き
ょ
う

愕が
く

を
も
っ
て

読
む
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
ん
で
紹

介
し
た
い
。

　
当
時
、
厚

生
省
と
し
て

は
ピ
ル
の
販

売
を
許
可
す

る
方
向
に
進

ん
で
い
た

が
、
そ
の
理

自
然
の
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン

ス
を
人
為
的

に
崩
す
本
剤

の
使
用
に
つ

い
て
は
、
首

を
傾
げ
疑
問

を
も
つ
学
者

が
非
常
に
多

く
、
厚
生
省
が
本
剤
の
た
め

に
行
っ
た
実
験
デ
ー
タ
か
ら

も
副
作
用
は
皆
無
と
は
言
え

な
い
。

　
仮
に
百
歩
譲
っ
て
学
問
的

に
完
全
に
無
害
で
あ
り
、
効

果
が
確
実
で
あ
る
と
し
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
本
剤
を
国

民
に
使
用
さ
せ
て
よ
い
か
ど

う
か
。
こ
れ
は
社
会
全
体
、

民
族
全
体
の
現
状
と
将
来
を

洞
察
し
て
冷
静
慎
重
に
取
り

扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
医

学
は
ひ
と
つ
の
技
術
に
過
ぎ

と
症
状
／
便
秘
に
な
り
や
す

い
時
期
に
気
を
つ
け
た
い
こ

と
な
ど

【
日
時
】
５
月
14
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷 

３
階
（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
当
日
参
加
４
千
円

（
会
員
以
外
で
参
加
希
望
の

方
は
、
必
ず
、
本
会
Ｈ
Ｐ
に

あ
る
専
用
申
込
書
で
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

　
性
教
育
は
生
き
る
こ
と
と

向
き
合
う
こ
と
で
す
。
何
歳

か
ら
性
交
し
て
よ
い
の
か
と

の
質
問
が
あ
っ
た
時
、
対
等

で
あ
る
こ
と
、
自
分
を
偽
っ

て
い
な
い
こ
と
、
避
妊
や
性

感
染
症
対
策
が
で
き
て
い
る

こ
と
な
ど
、
一
定
の
指
標
は

示
せ
て
も
、
そ
れ
だ
け
が
正

解
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
自
分

を
大
切
に
し
他
人
を
愛
す
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
生

徒
の
感
想
文
に
あ
っ
た
「
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た

い
」
と
い
う
言
葉
に
教
え
ら

れ
た
思
い
で
し
た
。
生
徒
た

ち
も
性
教
育
講
演
を
人
生
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
、

そ
の
後
も
引
き
続
き
ず
っ
と

考
え
な
が
ら
、
豊
か
な
人
生

を
選
択
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
私
自
身
も
、
分

か
っ
た
気
に
な
る
こ
と
な

く
、
「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ

こ
と
」
を
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

５
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会  

第
496
回

テ
ー
マ

放
置
は
キ
ケ
ン
⁉ 
子
ど
も
の
便
秘

　
講
演
の
際
は
、
知
ら
な
い

と
対
処
で
き
な
い
こ
と
に
対

し
て
、
医
学
的
に
正
確
で
最

新
の
情
報
を
具
体
的
に
伝
え

る
こ
と
が
産
婦
人
科
外
部
講

師
の
一
番
の
役
割
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

に
よ
っ
て
現
在
や
将
来
の
災

い
を
回
避
で
き
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
中
学
生
で
も

既
に
人
に
言
え
な
い
悲
し
み

を
背
負
っ
て
い
る
生
徒
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
ど

　
し
か
し
、
神
奈
川
県
教
育

委
員
会
か
ら
教
師
用
に
配
布

さ
れ
て
い
る
「
性
教
育
指
導

の
手
引
き
」
に
よ
れ
ば
、
中

学
校
で
は
妊
娠
経
過
や
避
妊

の
話
は
扱
え
ず
、
学
校
に
は

期
待
で
き
な
い
の
が
現
実
で

し
た
。
そ
こ
で
「
産
婦
人
科

医
と
し
て
、
管
内
の
中
学
全

校
で
性
教
育
の
講
演
を
実
施

し
た
い
」
と
い
う
私
の
希
望

を
保
健
所
に
お
伝
え
し
た
と

こ
ろ
、
協
力
を
得
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
学
校
関
係
者
や
保
護

者
の
方
向
け
に
思
春
期
セ
ミ

ナ
ー
と
し
て
性
教
育
講
演
を

実
施
し
た
後
、
生
徒
向
け
の

出
前
講
座
の
希
望
を
募
り
ま

し
た
。

　
加
え
て
17
年
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
保
健
所
内
の
内
科
医

師
や
保
健
師
が
出
向
い
て
い

た
「
性
感
染
症
と
エ
イ
ズ
対

策
」
講
座
を
外
部
講
師
と
し

て
引
き
受
け
、
月
経
対
策
や

妊
娠
の
仕
組
み
、
避
妊
、
デ

ー
ト
Ｄ
Ｖ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど

の
話
題
も
含
め
た
講
演
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
（
今
ま
で
、
こ
の
講
演
内

容
に
、
学
校
か
ら
ク
レ
ー
ム

が
来
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。

　
た
だ
、
県
の
予
算
に
は
限

り
が
あ
り
、
実
際
の
講
演
は

16
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
大

和
／
綾
瀬
市
の
公
私
立
中
学

市
産
婦
人
科
医
会
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
認
め
ら
れ
、
会
長

以
下
医
会
員
の
協
力
が
得
ら

れ
る
こ
と
も
全
校
制
覇
へ
の

追
い
風
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
区
域
の
ま
だ
ま
だ
わ

ず
か
な
歩
み
で
す
が
、
今
後

は
チ
ー
ム
や
シ
ス
テ
ム
と
し

て
根
付
か
せ
、
範
囲
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

校
15
校
中
11
校
、
延
べ
18
回

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

が
、
昨
年
か
ら
神
奈
川
県
産

科
婦
人
科
医
会
に
性
教
育
講

師
の
派
遣
制
度
が
で
き
た
こ

と
や
、
神
奈
川
県
の
性
教
育

指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し

た
大
和
市
の
若
い
先
生
が
、

性
教
育
仲
間
に
手
を
挙
げ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に

今
年
度
は
こ
の
計
画
が
大
和

ん
な
に
準
備
し
て
い
て
も
思

い
が
け
な
い
形
で
予
期
せ
ぬ

出
来
事
に
遭
遇
す
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
ど
の
段
階

で
も
最
善
の
策
、
援
助
の
方

法
や
場
所
が
あ
る
こ
と
を
必

ず
伝
え
、
「
転
ん
で
み
て
初

め
て
真
に
立
ち
上
が
る
こ
と

の
意
味
が
分
か
る
」
と
い
う

エ
ー
ル
も
送
り
ま
す
。

南渕氏の性教育講演風景

義
務
教
育
終
了
ま
で
に

 

包
括
的
性
教
育
を

「
生
き
る
こ
と
」と

 

向
き
合
い
、考
え
て
い
く

最
新
の
情
報
と
最
善
の
方
法

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000821.html
http://www.jfpa-clinic.org/
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4560

